宣教師空間としての軽井沢と純愛文化 by 小檜山 ルイ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
小
檜
山
ル
イ
近
代
日
本
に
お
い
て
、
近
代
的
恋
愛
の
誕
生
と
キ
リ
ス
ト
教
の
間
に
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も
し
ば
し
ば
言
及
さ
れ
て
き
た(1)。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
信
仰
が
深
い
こ
と
が
、
い
つ
も
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
へ
の
投
企
に
つ
な
が
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
場
合
は
、
結
婚
は
「
秘
蹟
」
の
一
つ
だ
か
ら
、
親
や
周
囲
が
決
め
た
結
婚
を
是
認
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
ら
し
い(2)。
ま
た
、
一
八
世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
初
頭
、
ア
メ
リ
カ
で
「
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
」
と
「
近
代
家
族
」
が
定
着
す
る
際
、
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル(3)が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
に
信
仰
心
の
高
揚
だ
け
に
還
元
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
に
は
、
独
立
革
命
に
よ
る
社
会
的
混
乱
と
移
動
性
の
高
ま
り
に
よ
る
、
婚
前
妊
娠
率
の
激
増
に
対
処
す
る
た
め
に
、
貞
操
規
範
を
強
化
し
よ
う
と
し
た
当
時
の
教
育
者
や
純
潔
運
動
の
努
力
が
あ
っ
た(4)。
近
代
日
本
に
お
け
る
新
し
い
恋
愛
文
化
の
創
造
に
キ
リ
ス
ト
教
が
関
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
想
定
は
基
本
的
に
正
し
い
と
思
う
が
、
筆
者
に
と
っ
て
の
問
題
は
、
そ
の
関
与
が
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
形
で
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
筆
者
は
ア
メ
リ
カ
出
自
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
日
本
人
の
結
婚
へ
の
介
入
に
つ
い
て
考
察
し
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
お
け
る
恋
愛
文
化
の
形
成
に
つ
い
て
論
じ
た
こ
と
が
あ
る(5)。
今
回
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
「
軽
井
沢
」
と
い
う
空
間
の
構
築
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
、
そ
の
空
間
は
な
ぜ
新
し
い
恋
愛
文
化
と
結
び
つ
い
た
か
と
い
う
問
題
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
。
周
知
の
よ
う
に
、
皇
太
子
明
仁
と
「
平
民
」
の
正
田
美
智
子
の
結
婚
は
、
一
九
五
七
年
に
軽
井
沢
の
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
で
始
ま
っ
た
二
人
の
「
恋
愛
」
の
結
果
と
さ
れ
、
そ
れ
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
化
を
象
徴
し
、
か
つ
、「
恋
愛
結
婚
」
主
流
化
の
端
緒
を
印
す
出
来
事
と
な
っ
た
。
軽
井
沢
は
、
当
時
皇
太
子
が
「
恋
愛
」
対
象
に
出
会
う
と
い
う
物
語
に
最
高
の
舞
台
で
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
空
間
の
歴
史
的
構
築
過
程
を
た
ど
っ
て
み
た
い
。
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
一
．
ア
ジ
ア
に
点
在
す
る
高
原
避
暑
地
の
植
民
地
的
起
源
ア
ジ
ア
に
は
多
く
の
高
原
避
暑
地
が
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
に
は
シ
ム
ラ
、
ム
ス
ー
リ
ー
、
ダ
ー
ジ
リ
ン
、
カ
リ
ン
ポ
ン
、
オ
ー
カ
ト
マ
ン
ド
、
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
に
は
マ
リ
ー
、
ス
リ
ラ
ン
カ
に
は
ヌ
ワ
ラ
エ
リ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
は
ピ
ン
・
ウ
ー
・
ル
ウ
ィ
ン
、
マ
レ
ー
半
島
に
は
マ
ク
セ
ル
・
ヒ
ル
、
カ
メ
ロ
ン
・
ハ
イ
ラ
ン
ド
、
フ
レ
イ
ザ
ー
ズ
・
ヒ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
ボ
ゴ
ー
ル
と
ブ
キ
テ
ィ
ン
ギ
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
に
は
ダ
ラ
ッ
ト
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
バ
ギ
オ
、
中
国
に
は
北
戴
河
、
昆
明
、
牯
嶺
が
あ
る(6)。
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
、
一
九
世
紀
以
降
二
〇
世
紀
半
ば
ま
で
、
植
民
地
（
ま
た
は
半
植
民
地
）
に
居
住
し
た
多
数
の
西
洋
人
の
滞
在
に
よ
っ
て
繁
栄
し
た
避
暑
地
で
あ
る
。
中
で
も
イ
ン
ド
の
高
原
避
暑
地
は
歴
史
が
古
く
、
数
も
多
い
。
デ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
一
般
的
特
徴
を
あ
げ
て
み
よ
う(7)。
イ
ン
ド
の
高
原
避
暑
地
は
、
イ
ギ
リ
ス
統
治
時
代
に
白
人
男
女
が
酷
暑
の
時
期
に
病
気
を
予
防
し
、
疲
労
を
和
ら
げ
、
蚊
を
避
け
る
場
所
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
は
英
軍
隊
の
保
養
所
と
し
て
始
ま
り
、
後
、
一
般
の
白
人
が
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
知
事
や
役
人
が
そ
っ
く
り
や
っ
て
来
て
、
夏
の
州
庁
と
な
っ
た
高
原
避
暑
地
は
、
有
名
な
シ
ム
ラ
だ
け
で
は
な
い
。
高
原
避
暑
地
の
中
心
に
は
、
ほ
と
ん
ど
例
外
な
く
、
英
国
国
教
会
、
郵
便
局
、
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
モ
ー
ル
）
が
あ
っ
た
。
夏
の
州
庁
の
場
合
は
、
こ
れ
に
知
事
の
公
邸
と
ク
ラ
ブ
・
ハ
ウ
ス
が
加
わ
っ
た
。
英
国
の
バ
ー
ス
や
ブ
ラ
イ
ト
ン
同
様
、
高
原
避
暑
地
で
は
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
と
娯
楽
が
提
供
さ
れ
た
。
ビ
リ
ヤ
ー
ド
（
オ
ー
カ
ト
マ
ン
ド
で
発
明
）、
ゴ
ル
フ
、
乗
馬
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
登
山
、
知
人
宅
へ
の
訪
問
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
、
劇
場
、
デ
ィ
ナ
ー
・
パ
ー
テ
ィ
等
で
あ
る
。
住
人
は
英
国
風
の
コ
テ
ッ
ジ
を
建
て
、
英
国
の
植
物
を
植
え
て
英
国
的
景
観
を
造
り
だ
し
た
。
茶
、
コ
ー
ヒ
ー
、
シ
ン
コ
ナ
（
キ
ニ
ー
ネ
の
原
料
）
等
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
新
し
く
導
入
す
る
者
も
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
白
人
植
民
者
は
圧
倒
的
に
男
性
で
あ
っ
た
が
、
高
原
避
暑
地
に
は
比
較
的
女
性
が
多
か
っ
た
。
夫
は
平
地
で
働
く
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
比
較
的
女
性
が
多
い
と
こ
ろ
に
、
独
身
の
士
官
や
兵
士
が
保
養
で
滞
在
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
高
原
避
暑
地
は
し
ば
し
ば
ロ
マ
ン
ス
と
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
の
舞
台
と
な
っ
た
。
同
時
に
、
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
を
本
国
に
送
る
ほ
ど
の
資
力
の
な
い
白
人
の
子
ど
も
達
の
た
め
の
多
く
の
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。
イ
ン
ド
の
高
原
避
暑
地
に
は
ラ
ン
ク
が
あ
っ
た
。
一
般
的
に
標
高
が
高
い
ほ
ど
高
級
で
、
文
民
避
暑
地
の
方
が
軍
隊
の
そ
れ
よ
り
高
級
で
あ
っ
た
。
宣
教
師
は
文
民
避
暑
地
に
行
っ
た
が
、
標
高
は
低
い
と
こ
ろ
、
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
、
ダ
ラ
ム
コ
ッ
ド
、
ヤ
ー
コ
ー
ド
、
コ
ヌ
ー
ア
な
ど
を
愛
用
し
た
。
こ
れ
ら
の
避
暑
地
は
二
級
で
、
一
八
七
〇
年
の
数
字
で
、
月
収
五
〇
〇
か
ら
六
〇
〇
ル
ピ
ー
と
い
う
中
位
の
収
入
の
人
々
が
利
用
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
シ
ム
ラ
に
滞
在
す
る
に
は
、
月
収
約
一
五
〇
〇
ル
ピ
ー
が
必
要
で
あ
っ
た(8)。
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
は
、
そ
の
よ
う
な
第
二
ラ
ン
ク
の
避
暑
地
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
二
ン
・
ボ
ー
ド
が
経
営
す
る
ア
メ
リ
カ
・
マ
デ
ュ
ラ
イ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
所
属
の
宣
教
師
た
ち
が
一
八
四
〇
年
代
に
つ
く
っ
た
避
暑
地
で
あ
る
。
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
の
中
心
に
は
、
英
国
国
教
会
で
は
な
く
教
派
合
同
山
麓
教
会
（Interdenom
inational
）
が
あ
り
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
な
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
Church
U
nderthe
H
ill
「
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
宣
教
師
組
合
」
が
社
交
の
中
心
で
あ
っ
た
。
避
暑
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、
宣
教
師
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
規
則
を
牛
耳
っ
た
の
で
、
安
息
日
の
厳
守
と
禁
酒
が
励
行
さ
れ
た
。
ノ
ラ
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
に
よ
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
出
自
の
宣
教
師
は
「
英
国
上
流
階
級
が
本
来
的
に
持
つ
権
利
や
特
権
に
あ
ま
り
敏
感
で
な
か
っ
た
」
の
で
、
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
の
避
暑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
平
等
主
義
的
で
、「
イ
ン
ド
人
、
他
の
ア
ジ
ア
人
、
ア
メ
リ
カ
人
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
が
気
楽
に
交
流
」
し
て
い
た(9)。
こ
の
よ
う
に
宣
教
師
が
開
発
を
主
導
し
た
高
原
避
暑
地
の
系
譜
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
が
、
中
国
の
廬
山
、
そ
し
て
日
本
の
軽
井
沢
な
の
で
あ
る
。
二
．
在
日
宣
教
師
に
と
っ
て
の
夏
と
軽
井
沢
の
占
拠
一
八
五
八
年
、
日
米
通
商
修
好
条
約
に
よ
っ
て
、
五
つ
の
開
港
場
と
二
つ
の
開
市
場
が
定
め
ら
れ
る
と
、
翌
年
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師
の
最
初
の
一
団
が
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
。
関
東
圏
で
は
、
神
奈
川
（
後
横
浜
に
移
住
）
に
Ｊ
・
Ｃ
・
ヘ
ボ
ン
と
妻
の
ク
ラ
ラ
、
Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
と
妻
の
エ
リ
ザ
ベ
ス
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
バ
ラ
と
妻
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
な
ど
、
ご
く
限
ら
れ
た
人
数
の
宣
教
師
が
駐
在
し
た
。
彼
ら
は
、
一
八
七
〇
年
こ
ろ
ま
で
は
、
避
暑
地
を
持
た
ず
に
夏
を
過
ご
し
た
よ
う
で
あ
る()。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
以
降
、
横
浜
の
宣
教
師
た
ち
は
、
10
夏
を
箱
根
、
北
海
道
の
函
館
、
日
光
な
ど
の
山
、
あ
る
い
は
、
海
水
浴
が
で
き
た
片
瀬
江
ノ
島
や
富
岡
（
現
横
浜
市
金
沢
区
）
な
ど
で
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た()。
11
当
時
開
港
場
・
開
市
場
の
外
国
人
は
居
留
地
ま
た
は
雑
居
地
区
に
住
ま
う
こ
と
が
原
則
と
さ
れ
、
公
使
や
領
事
以
外
の
通
常
の
外
国
人
が
自
由
に
移
動
で
き
る
の
は
居
留
地
か
ら
三
九
キ
ロ
以
内
に
制
限
さ
れ
て
い
た
。
一
八
七
三
年
に
禁
教
の
高
札
が
外
さ
れ
る
と
、
在
日
宣
教
師
の
数
は
一
気
に
増
え
た
。
そ
し
て
、
一
八
七
四
年
に
は
外
国
人
の
国
内
旅
行
の
規
制
が
緩
和
さ
れ
、
一
般
の
外
国
人
が
健
康
上
の
理
由
で
旅
行
の
許
可
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
横
浜
や
築
地
の
宣
教
師
た
ち
は
、
箱
根
、
熱
海
、
富
士
、
日
光
、
伊
香
保
に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
だ
し
、
一
八
七
四
年
以
前
に
も
日
光
な
ど
、
三
九
キ
ロ
以
上
離
れ
た
山
に
保
養
に
出
か
け
た
宣
教
師
は
い
た
の
で()、
一
八
七
四
年
の
規
制
緩
和
は
、
現
状
を
追
認
す
12
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う()。
13
一
八
七
〇
年
代
、
す
で
に
軽
井
沢
近
辺
を
訪
れ
た
宣
教
師
は
い
た
。
た
と
え
ば
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
の
Ｅ
・
Ｒ
・
ミ
ラ
ー
と
そ
の
妻
メ
ア
リ
（
メ
ア
リ
・
Ｅ
・
キ
ダ
ー
）
は
、
一
八
七
六
年
夏
に
軽
井
沢
を
通
り
、
浅
間
山
に
登
り
、
追
分
、
小
諸
を
通
過
し
、
上
田
に
至
り
、
布
教
活
動
を
行
っ
た()。
こ
の
年
の
14
ミ
ラ
ー
夫
人
の
家
族
宛
の
手
紙
に
「
夏
は
高
原
へ
避
暑
に
出
か
け
て
十
分
な
休
養
を
と
り
、
元
気
を
取
り
戻
し
て
こ
の
仕
事
に
当
た
っ
て
い
ま
す()」
と
あ
る
か
ら
、
15
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
三
そ
の
旅
は
伝
道
旅
行
で
も
あ
り
、
避
暑
で
も
あ
っ
た
。
一
八
八
一
年
に
イ
ギ
リ
ス
公
使
館
通
訳
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｍ
・
サ
ト
ウ
と
Ａ
・
Ｇ
・
Ｓ
・
ホ
ー
ズ
が
出
し
た
『
中
央
部
及
び
北
部
日
本
旅
行
案
内
』
で
は
、「
軽
井
沢
は
江
戸
か
ら
二
日
間
の
旅
で
行
け
る
。
標
高
三
二
七
〇
フ
ィ
ー
ト
で
、
夏
は
冷
涼
、
蚊
が
お
ら
ず
、
平
地
の
不
健
康
な
暑
さ
か
ら
逃
れ
る
場
所
と
し
て
推
薦
で
き
る
。
村
に
は
ま
ず
ま
ず
の
家
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
宿
泊
の
便
を
得
ら
れ
、
周
囲
に
は
散
歩
や
登
山
な
ど
に
適
し
た
場
所
が
あ
る
」
な
ど
と
紹
介
さ
れ
て
い
る()。
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
一
16
八
八
六
年
に
は
イ
ギ
リ
ス
海
外
福
音
伝
道
会
（
Ｓ
Ｐ
Ｇ
）
宣
教
師
で
カ
ナ
ダ
出
身
の
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
・
ク
ロ
フ
ト
・
シ
ョ
ウ
と
御
雇
い
外
国
人
の
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
マ
ー
テ
ィ
ン
・
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
軽
井
沢
に
滞
在
、
前
者
は
中
山
道
沿
い
の
廃
屋
を
得
て
別
荘
と
し
、
一
八
八
八
年
に
は
大
塚
山
に
別
荘
第
二
号
を
建
て
た()。
17
一
八
九
九
年
以
前
、
外
国
人
は
日
本
国
内
の
土
地
を
所
有
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
シ
ョ
ウ
は
、
今
井
寿
道
を
名
義
人
に
立
て
、
土
地
家
屋
を
取
得
し
た
。
今
井
は
、
一
八
七
六
年
頃
か
ら
東
京
の
シ
ョ
ウ
宅
に
寄
寓
し
て
英
学
を
修
め
、
シ
ョ
ウ
が
運
営
し
た
聖
教
舎
の
課
程
を
一
八
八
一
年
に
修
了
し
、
一
八
八
六
年
当
時
は
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
で
シ
ョ
ウ
を
助
け
、
一
八
八
八
年
に
は
執
事
に
按
手
さ
れ
た
。
後
、
香
蘭
女
学
校
や
聖
公
会
神
学
院
の
初
代
校
長
を
務
め
た()。
つ
ま
り
、
シ
18
ョ
ウ
の
愛
弟
子
で
聖
公
会
の
重
鎮
に
育
っ
た
日
本
人
で
あ
る
。
宣
教
師
は
土
地
の
名
義
人
に
は
な
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
し
て
堅
い
信
頼
で
結
ば
れ
た
日
本
人
の
存
在
が
早
い
段
階
で
の
軽
井
沢
の
土
地
家
屋
取
得
に
は
不
可
欠
だ
っ
た
。そ
の
後
、
シ
ョ
ウ
に
倣
っ
て
、
夏
期
を
軽
井
沢
で
過
ご
す
宣
教
師
が
増
え
て
い
っ
た
。
気
に
入
れ
ば
、
シ
ョ
ウ
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で
土
地
家
屋
を
得
る
人
も
い
た()。
そ
も
そ
も
宣
教
師
が
初
期
に
確
保
し
た
土
地
は
、
宣
教
師
仲
間
に
貸
し
た
19り
、
分
け
た
り
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
一
八
八
七
年
に
は
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
宣
教
師
イ
ラ
イ
ザ
・
Ｓ
・
ス
ペ
ン
サ
（
一
八
五
五
―
一
九
三
三
）
が
同
じ
教
派
の
男
性
宣
教
師
ト
マ
ス
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ラ
ー
ジ
と
結
婚
し
、
新
婚
旅
行
で
軽
井
沢
を
訪
れ
た
。
同
じ
一
八
八
七
年
五
月
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
長
老
派
女
性
宣
教
師
で
頌
栄
女
学
校
教
員
の
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ン
（
キ
ャ
リ
）・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
（
一
八
五
四
年
―
没
年
不
詳
）
が
、
頌
栄
女
学
校
を
経
営
す
る
岡
見
清
致
を
名
義
人
に
し
て
軽
井
沢
に
か
な
り
広
い
土
地
を
買
い
、
別
荘
を
建
て
、
一
時
帰
国
の
後
、
一
八
八
九
年
夏
に
は
女
子
学
生
を
引
き
連
れ
て
合
宿
を
し
た()。
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同
じ
一
八
八
九
年
夏
、
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
宣
教
師
Ｅ
・
Ｓ
・
ブ
ー
ス
夫
妻
に
伴
わ
れ
、
フ
ェ
リ
ス
和
英
女
学
校
の
上
級
生
の
一
部
が
軽
井
沢
の
夏
を
経
験
し
た
。
当
時
、
信
越
線
は
上
野
か
ら
横
川
、
軽
井
沢
か
ら
直
江
津
ま
で
し
か
開
通
し
て
お
ら
ず
、
横
川
か
ら
軽
井
沢
ま
で
の
碓
氷
峠
は
、
鉄
道
馬
車
を
使
っ
た
。
ま
た
軽
井
沢
の
宿
泊
施
設
も
十
分
で
は
な
く
、
苦
労
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
生
徒
の
一
人
、
佐
藤
て
つ
が
下
級
生
に
宛
て
た
手
紙
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
そ
の
横
川
と
申
す
処
に
到
着
致
し
ま
し
た
の
は
、
一
時
半
頃
で
し
た
が
、
そ
れ
か
ら
軽
井
沢
ま
で
が
あ
わ
れ
な
旅
で
し
た
、
…
…
狭
ひ
狭
ひ
馬
車
の
中
に
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
四
爪
も
た
た
な
い
程
推
し
こ
ま
れ
て
、
…
…
そ
れ
か
ら
だ
ん
だ
ん
行
き
ま
す
と
、
実
に
山
々
の
景
色
は
美
し
く
風
は
冷
し
く
て
よ
ろ
し
う
御
座
い
ま
し
た
が
先
達
の
雨
で
馬
車
の
通
行
致
し
ま
す
る
道
は
何
と
も
云
は
れ
な
い
程
悪
し
く
馬
も
な
か
な
か
な
困
難
と
存
じ
ま
し
た
、
…
…
馬
車
の
輪
が
鉄
道
か
ら
は
づ
れ
ま
し
て
…
…
私
共
も
と
た
ん
に
揺
す
ら
れ
私
は
む
ね
が
ム
カ
ム
カ
し
て
こ
ま
り
ま
し
た
…
…
し
か
し
幸
に
馬
車
も
覆
か
へ
ら
ず
無
事
で
三
時
間
ほ
ど
過
ぎ
て
五
時
頃
軽
井
沢
に
着
し
ま
し
た
、
…
…
が
私
共
の
向
M
r.
D
ixon
ひ
に
来
て
下
さ
い
ま
し
て
私
共
前
に
借
り
て
あ
る
家
に
行
き
ま
し
た
が
…
…
畳
の
き
た
な
い
家
で
す
か
ら
、
非
常
に
ノ
ミ
が
居
ま
し
て
先
生
が
た
も
も
ア
マ
も
私
も
一
晩
ね
ら
れ
ま
せ
ん
で
こ
ま
り
ま
し
た
。
…
…
此
頃
Cook
は
鳥マ
渡マ
兵
隊
が
沢
山
当
地
に
来
て
居
り
ま
し
て
絶
へ
ず
市
中
を
隊
を
と
と
の
へ
て
歩
る
い
て
居
り
ま
す
か
ら
其
足
音
や
操
々
敷
声
で
眠
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
…
…
し
か
し
涼
し
い
事
は
な
か
な
か
涼
し
い
で
す
又
野
原
に
は
行
道
も
な
く
花
が
咲
て
居
て
そ
れ
を
集
め
に
行
く
の
を
楽
し
み
に
し
て
居
り
ま
す
…
…
封
筒
の
裏
書
き
に
は
、「
信
州
北
佐
久
郡
三
八
番
地
佐
藤
た
み
方
」
と
あ
り
、
Ｅ
・
Ｓ
・
ブ
ー
ス
一
行
は
借
家
を
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
引
用
中
M
r.D
ixon
と
あ
る
の
は
、
一
八
八
六
年
に
シ
ョ
ウ
と
共
に
軽
井
沢
に
滞
在
し
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
に
違
い
あ
る
ま
い
。
彼
は
、
一
八
八
四
年
に
ア
メ
リ
カ
・
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
が
長
崎
に
派
遣
し
た
女
性
宣
教
師
ク
ラ
ラ
・
Ｂ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
と
一
八
八
五
年
に
結
婚
し
た
。
つ
ま
り
宣
教
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
縁
が
深
か
っ
た
の
で
あ
る()。
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一
八
九
〇
年
代
に
な
る
と
、
個
人
や
グ
ル
ー
プ
で
の
滞
在
の
み
な
ら
ず
、
様
々
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
宣
教
師
会
議
が
夏
の
軽
井
沢
で
開
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
八
九
二
年
に
は
七
月
に
は
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
宣
教
師
た
ち
が
年
次
総
会
を
軽
井
沢
で
開
い
て
い
る()。
22
一
九
〇
五
年
の
土
地
登
記
簿
に
よ
る
と
、
旧
軽
井
沢
の
土
地
所
有
者
の
約
五
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
宣
教
師
で
あ
っ
た()。
ま
た
、
一
九
三
〇
年
の
『
軽
井
沢
避
暑
団
ハ
23
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
も
と
に
花
里
俊
廣
が
つ
く
っ
た
居
住
者
リ
ス
ト
に
よ
れ
ば
、
軽
井
沢
に
土
地
家
屋
を
所
有
す
る
外
国
人
は
一
八
六
人
で
、
そ
の
う
ち
一
四
七
人
（
約
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
宣
教
師
で
あ
っ
た()。
外
国
人
の
別
荘
は
主
に
愛
宕
山
24
の
南
面
、
浅
間
隠
、
桜
の
沢
と
い
う
、
旧
軽
井
沢
中
心
部
に
あ
り
、
一
九
三
〇
年
ま
で
に
日
本
人
別
荘
が
そ
れ
を
取
り
囲
む
よ
う
に
建
て
ら
れ
た()。
愛
宕
山
南
面
に
25
つ
い
て
は
、
一
九
一
〇
年
に
、
地
元
の
業
者
、
後
藤
仙
八
と
佐
藤
元
次
郎
が
そ
の
土
地
を
獲
得
し
、
ほ
と
ん
ど
の
使
用
権
を
外
国
人
に
売
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
一
九
一
〇
年
八
月
初
旬
の
矢
ヶ
崎
川
の
氾
濫
に
よ
り
、
山
腹
が
好
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
あ
っ
た()。
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軽
井
沢
に
宣
教
師
の
別
荘
が
集
中
し
た
理
由
は
い
く
つ
か
あ
る
。
軽
井
沢
は
、
江
戸
時
代
に
中
山
道
の
宿
場
と
し
て
栄
え
た
が
、
明
治
維
新
の
後
、
特
に
一
八
八
四
年
に
軽
井
沢
を
通
ら
ず
に
碓
氷
峠
を
越
え
、
草
津
に
至
る
新
ル
ー
ト
が
完
成
す
る
と
、
衰
退
し
始
め
た
。
温
泉
も
大
き
な
寺
社
も
な
い
軽
井
沢
は
日
本
人
に
と
っ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
五
て
遊
興
地
と
し
て
物
足
り
な
か
っ
た
し
、
土
地
は
貧
し
く
、
農
業
に
適
さ
な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
地
価
は
下
落
し
、
生
活
に
困
っ
た
住
人
は
買
い
手
が
つ
け
ば
土
地
を
売
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
・
シ
ョ
ウ
が
一
八
八
六
年
と
一
八
八
八
年
に
全
部
で
七
九
五
坪
の
土
地
を
取
得
し
た
と
き
、
そ
の
値
段
は
僅
か
三
一
円
八
〇
銭
（
一
坪
四
銭
）
で
あ
っ
た
。
今
井
寿
道
名
義
の
軽
井
沢
の
土
地
は
、
一
八
八
〇
年
代
末
か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
か
け
て
急
速
に
増
え
、
約
五
万
坪
に
も
な
っ
た
と
い
う
か
ら
、
シ
ョ
ウ
に
倣
っ
た
宣
教
師
や
友
人
が
い
か
に
多
か
っ
た
か
が
分
か
る()。
同
時
27
期
に
外
交
官
の
避
暑
地
と
な
っ
て
い
っ
た
奥
日
光
の
中
禅
寺
湖
畔
で
は
、
日
本
政
府
の
法
律
顧
問
Ｍ
・
Ｈ
・
カ
ー
ク
ウ
ッ
ド
が
別
荘
を
建
て
る
た
め
の
借
地
に
年
間
二
五
〇
円
を
支
払
っ
た
と
い
う
か
ら()、
軽
井
沢
の
土
地
は
格
安
で
あ
っ
た
。
ま
28
た
、
奥
日
光
に
比
べ
る
と
軽
井
沢
は
標
高
が
低
く
、
交
通
の
便
が
良
く
（
一
八
九
三
年
に
は
鉄
道
が
開
通
）、
移
動
経
費
も
少
な
く
て
済
ん
だ
。
つ
ま
り
、
先
に
述
べ
た
イ
ン
ド
の
基
準
に
従
え
ば
、
奥
日
光
に
比
べ
る
と
軽
井
沢
は
経
費
が
安
い
、
格
下
の
別
荘
地
で
あ
っ
た
。
宣
教
師
の
年
収
は
、
日
本
人
よ
り
は
る
か
に
高
か
っ
た
が
、
政
府
に
雇
用
さ
れ
る
外
国
人
教
員
に
比
べ
る
と
少
な
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
長
老
派
の
場
合
、
一
八
九
〇
年
の
時
点
で
既
婚
男
性
宣
教
師
の
年
収
は
二
五
〇
〇
円
で
、
こ
れ
は
、
一
八
七
二
年
か
ら
一
八
九
〇
年
の
官
庁
御
雇
い
外
国
人
の
平
均
年
収
約
二
五
〇
四
円
に
ほ
ぼ
等
し
い
。
し
か
し
、
後
者
の
数
字
は
様
々
な
職
種
、
国
籍
等
の
差
異
を
無
視
し
た
も
の
で
あ
る()。
シ
ョ
ウ
と
一
緒
に
軽
井
沢
に
や
っ
て
き
た
デ
ィ
ク
ソ
ン
が
そ
の
29
頃
文
科
大
学
教
授
と
し
て
も
ら
っ
て
い
た
年
俸
は
四
六
八
〇
円
で
あ
っ
た
と
い
う()。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
軽
井
沢
の
土
地
は
、
少
な
く
と
も
一
八
八
〇
年
代
後
半
か
30ら
九
〇
年
代
に
お
い
て
、
大
金
持
ち
と
は
言
え
な
い
宣
教
師
が
気
軽
に
買
え
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
一
八
八
七
年
に
軽
井
沢
に
土
地
と
別
荘
を
持
っ
た
ア
メ
リ
カ
・
長
老
派
独
身
女
性
宣
教
師
の
キ
ャ
リ
・
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
の
場
合
、
年
間
給
与
は
既
婚
男
性
宣
教
師
の
お
よ
そ
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
（
お
よ
そ
一
五
〇
〇
円
）
以
下
で
あ
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
は
、
一
八
八
八
―
八
九
年
に
恩
賜
休
暇
で
一
時
帰
国
し
た
際
、
経
済
的
に
苦
し
く
、「
手
当
」
を
伝
道
局
に
要
求
し
て
い
る()。
そ
れ
で
も
、
31
軽
井
沢
に
広
い
土
地
を
所
有
し
、
別
荘
を
建
て
る
こ
と
が
で
き
た()。
ま
た
、
宣
教
32
師
は
、
日
本
滞
在
の
長
期
展
望
を
持
ち
、
別
荘
を
取
得
す
る
強
い
動
機
を
持
っ
て
い
た
し
、
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
基
本
的
に
外
国
人
が
日
本
の
土
地
を
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
状
況
の
な
か
で
、
信
頼
を
媒
介
と
し
て
日
本
人
名
義
で
土
地
を
取
得
で
き
る
外
国
人
は
、
彼
／
女
ら
を
除
く
と
あ
ま
り
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
軽
井
沢
在
住
の
日
本
人
は
、
宿
場
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
の
で
、
見
知
ら
ぬ
人
に
積
極
的
に
宿
を
提
供
し
、
客
の
嗜
好
に
応
じ
る
柔
軟
性
を
備
え
て
い
た
。
一
八
九
一
年
、
軽
井
沢
周
辺
で
は
鉄
道
敷
設
の
た
め
の
労
働
者
が
お
り
、
芸
者
や
売
春
婦
が
か
な
り
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
宣
教
師
の
道
徳
規
準
に
合
わ
せ
、
夏
期
に
芸
者
や
歌
舞
音
曲
を
中
心
街
（
現
軽
井
沢
銀
座
）
沿
い
の
宿
屋
で
は
控
え
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た()。
素
早
く
西
洋
人
の
嗜
好
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
や
食
事
を
提
供
す
33
る
人
も
い
た()。
地
元
の
人
々
は
、
旧
軽
井
沢
の
中
心
街
に
東
京
の
店
が
夏
の
間
だ
34
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
六
け
の
支
店
を
出
す
こ
と
も
拒
ま
な
か
っ
た
。
結
果
、
一
九
〇
〇
年
ま
で
に
軽
井
沢
は
地
方
在
住
の
宣
教
師
に
と
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
む
場
と
な
っ
た()。
35
「
軽
井
沢
彫
り
」
は
そ
の
よ
う
な
外
国
人
消
費
者
を
目
当
て
に
、
東
照
宮
の
職
人
を
日
光
か
ら
招
き
、
彫
刻
入
り
の
家
具
を
提
供
し
た
こ
と
に
始
ま
る()。
消
費
の
場
36
と
し
て
の
軽
井
沢
も
こ
う
し
て
元
は
宣
教
師
に
由
来
す
る
。
要
す
る
に
、
軽
井
沢
は
、
日
本
に
長
期
滞
在
す
る
宣
教
師
が
是
非
と
も
欲
し
い
避
暑
の
た
め
の
別
荘
を
建
て
る
場
所
と
し
て
、
価
格
、
交
通
の
便
、
受
け
入
れ
体
勢
と
い
う
観
点
か
ら
理
想
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
内
地
雑
居
が
許
可
さ
れ
る
以
前
に
、
宣
教
師
は
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
の
間
に
築
い
た
信
頼
関
係
を
通
じ
、
日
本
人
名
義
で
土
地
・
建
物
を
取
得
で
き
た
た
め
、
早
い
時
期
に
軽
井
沢
に
土
地
、
別
荘
を
持
て
た
。
そ
の
た
め
安
息
日
の
遵
守
、
芸
者
や
酒
の
排
除
な
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
ト
ー
ン
を
宣
教
師
が
主
導
で
き
た
。
そ
れ
が
呼
び
水
に
な
っ
て
、
さ
ら
に
宣
教
師
が
集
ま
る
と
い
う
循
環
が
形
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
で
は
、
そ
の
宣
教
師
主
導
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
ト
ー
ン
に
つ
い
て
、
次
に
よ
り
詳
し
く
検
討
し
よ
う
。
三
．
宣
教
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
特
徴
軽
井
沢
に
は
、
ア
ジ
ア
に
点
在
す
る
高
原
避
暑
地
の
一
般
的
特
徴
の
い
く
つ
か
が
確
か
に
あ
っ
た
。
イ
ン
ド
の
そ
れ
ら
の
よ
う
に
、
英
国
国
教
会
、
メ
イ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
（
旧
軽
井
沢
銀
座
）、
郵
便
局
が
そ
の
中
心
に
あ
っ
た
（
今
で
も
あ
る
）
し
、
保
養
に
適
し
た
気
候
と
い
う
こ
と
で
、
か
つ
て
は
軍
隊
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
休
息
セ
ン
タ
ー
が
あ
っ
た
。
先
に
引
用
し
た
佐
藤
て
つ
の
手
紙
に
も
軍
隊
の
存
在
が
記
さ
れ
て
い
る
。
戸
外
活
動
や
社
交
の
機
会
が
夏
の
住
人
の
た
め
に
様
々
に
用
意
さ
れ
て
い
た
。
ビ
リ
ヤ
ー
ド
が
イ
ン
ド
の
代
表
的
高
原
避
暑
地
オ
ー
カ
ト
マ
ン
ド
由
来
で
あ
る
こ
と
を
先
に
述
べ
た
が
、
一
八
八
九
年
、
軽
井
沢
に
も
「
浅
間
軒
」
と
い
う
玉
突
き
場
（
ビ
リ
ヤ
ー
ド
）
が
開
業
し
た()。
そ
し
て
、
後
で
37
説
明
す
る
よ
う
に
、
夏
の
滞
在
者
は
、
男
性
よ
り
女
性
の
方
が
多
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
軽
井
沢
に
よ
り
似
て
い
た
の
は
、
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
が
開
い
た
高
原
避
暑
地
で
あ
っ
た
。
ま
ず
第
一
に
、
軽
井
沢
で
は
、
北
米
（
カ
ナ
ダ
を
含
む
）
出
自
の
宣
教
師
が
多
か
っ
た()。
そ
も
そ
も
、
日
本
38
や
韓
国
で
は
北
米
出
自
の
宣
教
師
数
が
他
を
圧
倒
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
の
『
軽
井
沢
避
暑
団
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
掲
載
の
一
八
六
人
の
夏
期
居
住
者
の
う
ち
、
少
な
く
と
も
一
〇
五
人
（
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
北
米
出
自
と
特
定
で
き
る()。
北
米
出
自
の
中
で
軽
井
沢
で
の
存
在
感
が
大
き
か
っ
た
の
は
カ
ナ
ダ
出
身
39
者
で
あ
る
。「
軽
井
沢
の
父
」
こ
と
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
・
シ
ョ
ウ
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
団
体
（
Ｓ
Ｐ
Ｇ
）
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
が
、
カ
ナ
ダ
出
身
で
あ
る
。「
軽
井
沢
の
村
長
」
こ
と
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ー
マ
ン
は
、
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
教
会
が
派
遣
し
た
カ
ナ
ダ
出
身
の
宣
教
師
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
は
、
東
京
、
静
岡
、
山
梨
、
長
野
に
拠
点
を
置
い
て
い
た
の
で
、
ノ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
、
長
野
県
に
属
す
る
軽
井
沢
は
単
な
る
休
息
の
場
で
は
な
く
、
伝
道
の
場
で
あ
っ
た()。
40
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
七
コ
ダ
イ
カ
ナ
ル
同
様
、
軽
井
沢
の
社
交
の
中
心
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
ブ
ル
で
閉
鎖
的
な
ク
ラ
ブ
で
は
な
く
、
ユ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
（
教
派
合
同
の
教
会
）
で
あ
っ
た
。
教
会
は
、
旧
軽
井
沢
銀
座
の
中
心
部
に
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
近
く
に
、
軽
井
沢
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
言
え
る
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
一
九
一
三
年
以
降
は
軽
井
沢
避
暑
団
が
運
営
し
、
教
会
に
隣
接
す
る
社
交
場
と
な
っ
て
い
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ド
イ
ツ
改
革
派
教
会
派
遣
の
宣
教
師
ケ
イ
ト
・
Ｌ
・
ハ
ン
セ
ン
は
、
一
九
〇
八
年
に
次
の
よ
う
に
絵
は
が
き
に
書
い
て
い
る
。
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
っ
け
。
凹
地
に
四
面
あ
っ
て
、
そ
れ
を
見
下
ろ
す
丘
が
一
種
の
観
覧
席
に
な
っ
て
お
り
、
そ
こ
が
、
皆
が
話
し
、
お
茶
を
し
に
行
く
特
別
な
場
所
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
ま
た
ま
試
合
が
あ
れ
ば
、
ち
ら
っ
と
見
ま
す
。
午
後
、
女
性
は
皆
一
番
良
い
胸
あ
て
と
襟
飾
り
を
つ
け
（
男
性
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
運
動
装
備
を
着
用
し
て
）、
ス
タ
ン
ド
は
い
つ
も
の
社
交
の
場
に
な
り
ま
す
。
私
は
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
面
白
い
人
々
に
会
い
ま
し
た
…
…()。
41
宣
教
師
中
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
こ
の
よ
う
な
娯
楽
を
以
て
、
温
泉
、
飲
酒
、
芸
者
、
売
買
春
と
い
う
日
本
の
伝
統
的
娯
楽
に
置
き
換
え
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
人
の
中
に
は
、
軽
井
沢
に
は
何
の
面
白
味
も
な
い
と
断
じ
る
人
も
居
た
。
た
と
え
ば
、
正
宗
白
鳥
は
、
一
九
一
二
年
に
「
外
人
の
避
暑
地
を
、
ち
ょ
っ
と
の
ぞ
い
て
来
よ
う
と
い
ふ
だ
け
の
単
純
な
気
持
ち
で
手
ぶ
ら
で
伊
香
保
の
山
を
下
り
…
…
目
的
地
に
来
た
の
で
あ
っ
た
が
、
駅
に
下
り
て
見
渡
す
と
、
茫
漠
た
る
高
原
が
展
開
さ
れ
て
ゐ
る
だ
け
で
、
日
光
や
箱
根
の
や
う
な
山
水
の
美
に
接
触
す
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
…
…
温
泉
が
あ
る
で
は
な
し
、
居
心
地
の
よ
さ
さ
う
な
、
手
頃
な
宿
屋
も
見
つ
か
ら
な
い
の
で
、
直
ぐ
に
伊
香
保
へ
帰
ろ
う
と
思
っ
た
が
云
々()」
と
書
い
て
い
る
。
42軽
井
沢
に
は
キ
リ
ス
ト
教
―
特
に
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
―
が
、
息
づ
い
て
い
た
。
シ
ョ
ウ
の
英
国
国
教
会
は
一
八
九
五
年
に
設
立
さ
れ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
は
一
八
九
七
年
に
非
公
式
に
始
ま
り
、
一
九
〇
六
年
に
正
式
に
組
織
さ
れ
た
。
超
教
派
の
日
本
人
教
会
は
一
九
〇
四
年
に
組
織
さ
れ
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヴ
ォ
ー
リ
ス
設
計
の
教
会
堂
が
一
九
一
二
年
に
完
成
し
た
。
一
九
一
六
年
に
は
こ
こ
に
夏
期
限
定
で
附
属
幼
稚
園
が
開
設
さ
れ
た
。
な
お
、
一
般
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
軽
井
沢
聖
パ
ウ
ロ
教
会
（
カ
ト
リ
ッ
ク
）
が
建
て
ら
れ
た
の
は
一
九
三
五
年
で
あ
る
。
村
で
は
、
聖
日
が
尊
重
さ
れ
、
飲
酒
、
芸
者
、
売
買
春
は
排
除
さ
れ
た
。
夏
期
に
は
、
宣
教
師
の
会
議
や
聖
書
教
室
が
頻
繁
に
開
か
れ
、
宣
教
師
に
よ
る
村
人
対
象
の
集
会
も
あ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
長
老
派
宣
教
師
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｐ
・
ピ
ア
ソ
ン
（
）
に
よ
れ
ば
、
一
八
八
九
年
に
は
、
ピ
ア
George
P.Pierson,1861-1939
ソ
ン
夫
妻
が
開
い
た
集
会
に
約
一
〇
〇
人
の
村
人
が
集
ま
り
、
小
さ
な
オ
ル
ガ
ン
を
珍
し
が
り
、「
松
林
の
裏
に
あ
る
獣
医
学
校
の
学
生
一
〇
人
が
洗
礼
を
受
け
た()」。
二
〇
世
紀
前
半
に
は
、
軽
井
沢
在
住
の
日
本
人
の
子
供
の
殆
ど
が
日
曜
学
43校
に
行
き
、
夏
期
の
別
荘
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
や
日
本
人
の
子
供
と
交
わ
り
を
持
っ
た
と
い
う()。
夏
の
軽
井
沢
は
、
宣
教
師
に
と
っ
て
休
息
の
場
で
あ
る
と
と
44
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
八
も
に
、
伝
道
や
教
育
事
業
の
一
端
が
展
開
さ
れ
る
場
で
も
あ
っ
た
。
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、
宣
教
師
間
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
軸
と
し
た
人
間
関
係
は
、「
美
し
い
交
わ
り
」
で
、「
ま
さ
に
天
国
に
焦
点
を
合
わ
せ
て
始
ま
」
っ
た
も
の
だ
と
し
た
。
そ
れ
は
世
俗
の
栄
誉
に
よ
っ
て
は
得
ら
れ
な
い
。「
四
〇
年
に
わ
た
っ
て
つ
き
合
っ
て
き
た
男
女
の
僚
友
関
係
、
明
け
て
も
暮
れ
て
も
い
と
わ
ず
喜
ん
で
働
き
つ
づ
け
て
き
た
平
凡
な
男
女
…
…
軽
井
沢
を
信
州
高
原
の
一
小
村
以
上
の
気
高
い
も
の
に
し
て
い
る
の
は
、
私
た
ち
が
知
遇
を
得
て
名
誉
に
思
い
、
愛
し
て
い
る
こ
う
し
た
人
た
ち
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
の
で
あ
っ
た()。
こ
う
し
た
宣
教
師
45
の
感
覚
は
、
単
な
る
自
己
満
足
に
留
ま
ら
ず
、
軽
井
沢
に
特
別
な
ト
ー
ン
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
軽
井
沢
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
（
超
教
派
的
）
で
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
っ
た
。
ユ
ニ
オ
ン
・
チ
ャ
ー
チ
で
は
、
異
な
る
教
派
の
教
会
か
ら
派
遣
さ
れ
た
宣
教
師
が
い
っ
し
ょ
に
礼
拝
を
守
っ
た
。
日
本
人
教
会
も
教
派
協
力
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
、
そ
の
面
倒
を
メ
ソ
ジ
ス
ト
が
み
た
。
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
の
伝
道
界
は
、
保
守
と
リ
ベ
ラ
ル
の
間
の
激
論
で
揺
れ
て
い
た
が
、
軽
井
沢
に
親
し
ん
だ
宣
教
師
の
中
で
も
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
々
―
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ー
マ
ン
や
Ａ
・
Ｋ
・
ラ
イ
シ
ャ
ワ
ー
等
―
は
、
明
ら
か
に
リ
ベ
ラ
ル
・
ウ
ィ
ン
グ
に
属
し
た
。
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
は
、
軽
井
沢
で
は
、「
神
学
的
に
異
な
っ
た
立
場
に
立
つ
友
人
と
論
じ
合
え
…
…
話
す
に
つ
れ
て
、
初
め
の
う
ち
は
隔
て
ら
れ
て
い
る
と
想
像
し
た
か
も
し
れ
な
い
雪
の
よ
う
な
障
害
も
実
は
穴
だ
ら
け
で
、
キ
リ
ス
ト
教
的
愛
と
い
う
相
互
依
存
の
も
と
で
消
失
す
る
の
が
わ
か
っ
て
く
る
」
と
書
い
た()。
46
イ
ン
ド
の
高
原
避
暑
地
で
、
白
人
は
、
英
国
風
の
コ
テ
ー
ジ
や
ス
イ
ス
風
の
山
小
屋
を
建
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
の
景
観
を
創
造
し
た
が
、
軽
井
沢
の
宣
教
師
は
、
日
本
の
建
築
技
術
を
用
い
、
杉
皮
で
屋
根
を
葺
い
た
り
、
前
面
に
テ
ラ
ス
を
設
置
し
た
バ
ン
ガ
ロ
ー
風
の
家
（
熱
帯
の
植
民
地
建
築
を
想
わ
せ
る
）
を
建
て
た
り
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
富
裕
層
の
日
本
人
は
、
西
洋
風
の
建
物
を
好
ん
で
、
日
本
人
別
荘
地
を
構
成
し
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
五
年
、
野
沢
源
一
郎
は
、
軽
井
沢
の
土
地
を
売
り
出
し
た
が
、
そ
の
際
「
あ
め
り
か
屋
」
と
組
み
、
シ
ア
ト
ル
か
ら
輸
入
し
た
ツ
ー
・
バ
イ
・
フ
ォ
ー
の
プ
レ
ハ
ブ
住
宅
を
五
〇
棟
建
て
た()。
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宣
教
師
は
軽
井
沢
の
自
治
に
も
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
道
路
建
設
、
寄
附
の
募
集
、
課
税
反
対
な
ど
の
案
件
で
は
イ
ニ
シ
ャ
テ
ィ
ヴ
を
取
っ
た()。
一
九
一
三
年
、
48
彼
等
は
軽
井
沢
避
暑
団
）
（
K
aruizaw
a
Sum
m
er
Residents’A
ssociation
を
結
成
し
、
件
の
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
を
管
理
し
、
夏
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
設
し
、
ま
た
、
音
楽
会
等
の
様
々
な
娯
楽
を
提
供
し
た
。
次
に
紹
介
す
る
よ
う
に
、
毎
年
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
出
し
、
避
暑
の
外
国
人
の
便
に
供
し
た()。
こ
の
よ
う
な
努
49
力
は
、
民
間
主
導
の
公
的
空
間
を
創
出
し
た
。
一
九
二
二
年
と
一
九
三
〇
年
の
『
軽
井
沢
避
暑
団
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
を
見
て
み
る
と
、
別
荘
の
番
地
と
そ
の
持
ち
主
が
リ
ス
ト
に
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
別
荘
に
そ
の
年
滞
在
し
て
い
る
人
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
九
に
は
地
図
が
折
り
込
ま
れ
て
お
り
、
各
別
荘
の
位
置
を
把
握
で
き
る
。
一
九
二
二
年
に
は
、
二
円
支
払
え
ば
だ
れ
で
も
軽
井
沢
避
暑
団
に
加
入
で
き
、
避
暑
団
が
提
供
す
る
す
べ
て
の
特
典
を
享
受
で
き
た
。『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
一
冊
五
〇
銭
で
、
だ
れ
で
も
購
入
で
き
た()。
つ
ま
り
、
来
訪
者
は
誰
で
も
、
避
暑
団
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
50
ィ
に
簡
単
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
仕
組
み
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
開
放
性
や
平
等
性
は
、
シ
ム
ラ
の
よ
う
な
特
権
的
避
暑
地
で
は
、「
住
人
は
皆
地
域
に
馴
染
ん
で
い
る
と
前
提
さ
れ
た
の
で
」
道
に
名
前
が
つ
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ
る()。
あ
る
在
日
宣
教
師
は
、
軽
井
沢
の
民
主
的
な
雰
囲
気
を
次
の
よ
う
に
証
言
51
し
て
い
る
。
宣
教
師
、
特
に
孤
立
し
た
内
陸
部
の
拠
点
に
住
ん
だ
宣
教
師
で
な
け
れ
ば
、
軽
井
沢
の
良
さ
を
十
分
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
誰
で
も
、
活
気
が
あ
り
、
友
好
的
で
、
西
洋
的
な
小
さ
な
共
同
体
を
楽
し
む
事
は
で
き
た
。
軽
井
沢
は
「
小
さ
な
ア
メ
リ
カ
」
と
か
、「
神
の
王
国
の
見
本
」
と
か
呼
ば
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
人
種
の
、
疲
れ
切
っ
た
私
た
ち
の
働
き
手
が
、
ソ
ヴ
ィ
エ
ト
よ
り
は
る
か
に
民
主
的
で
、
共
和
国
よ
り
団
結
の
強
い
友
情
の
中
で
、
出
会
い
、
生
活
し
た
。
確
か
に
、
宣
教
師
が
こ
の
場
所
を
発
見
し
、
開
発
し
た
後
で
、
日
本
人
の
貴
族
階
級
や
、
時
に
は
皇
族
が
そ
こ
で
夏
を
過
ご
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
人
々
も
ま
た
、
自
国
に
あ
る
こ
の
特
別
な
町
で
は
彼
等
を
数
の
上
で
上
回
る
毛
深
い
野
蛮
人
と
共
に
あ
っ
て
、
民
主
的
、
友
好
的
に
な
っ
た()。
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む
ろ
ん
、
こ
れ
は
宣
教
師
の
主
観
的
言
説
で
あ
る
。
英
語
が
全
く
で
き
な
け
れ
ば
、
こ
の
共
同
体
に
入
り
に
く
く
、
疎
外
感
を
感
じ
た
か
も
知
れ
な
い
（
ち
な
み
に
、
避
暑
団
の
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
英
語
で
あ
る
）。
ま
た
、
日
本
人
の
多
く
は
、
宣
教
師
の
た
め
に
働
い
て
い
た
。
彼
等
は
、
宣
教
師
と
完
全
に
平
等
だ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
初
期
に
軽
井
沢
で
避
暑
を
し
た
、
日
本
社
会
で
は
特
別
な
エ
リ
ー
ト
に
属
す
る
日
本
人
で
も
、
外
国
人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
る
種
の
距
離
感
を
感
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
一
〇
年
代
に
子
供
と
し
て
軽
井
沢
に
滞
在
し
た
日
本
人
の
一
人
は
、
後
年
回
顧
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
外
国
人
の
子
ど
も
と
は
あ
ま
り
つ
き
あ
わ
な
か
っ
た
で
す
ね
。
む
し
ろ
仲
が
悪
か
っ
た
と
い
っ
た
方
が
ふ
さ
わ
し
い
。
と
い
う
の
は
、
彼
ら
は
ぴ
か
ぴ
か
の
ス
マ
ー
ト
な
自
転
車
を
乗
り
回
し
て
い
た
。
私
た
ち
は
せ
い
ぜ
い
商
店
が
使
う
よ
う
な
不
細
工
な
自
転
車
。
彼
ら
が
さ
っ
そ
う
と
ス
ポ
ー
ツ
・
サ
イ
ク
ル
を
走
ら
せ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
く
や
し
く
て
、
く
や
し
く
て
…
…
彼
ら
は
日
本
人
を
見
下
し
て
い
ま
し
た
よ()。
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お
そ
ら
く
、
軽
井
沢
に
も
、
人
種
的
、
文
化
的
距
離
感
は
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
。
北
米
で
は
ご
く
一
般
的
白
人
中
流
階
級
に
属
し
な
が
ら
も
、
日
本
で
は
優
位
者
で
あ
っ
た
宣
教
師
は
、
あ
ま
り
気
づ
か
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
が
。
イ
ン
ド
の
高
原
避
暑
地
同
様
、
軽
井
沢
の
夏
は
、
女
性
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
た
。
試
み
に
、
一
九
三
〇
年
の
避
暑
団
の
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
中
か
ら
無
作
為
に
五
一
頁
を
選
び
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
別
荘
番
号
六
一
〇
番
か
ら
六
四
二
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
〇
番
の
住
人
（
寄
留
者
を
含
む
）
の
性
別
を
調
べ
て
み
る
と
、
五
六
人
の
住
人
の
う
ち
、
三
三
人
（
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
女
性
で
あ
っ
た
。
一
五
件
の
別
荘
の
う
ち
、
女
性
が
所
有
し
た
の
は
三
件
で
あ
る
。
こ
の
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
い
う
数
字
は
、
在
日
宣
教
師
に
占
め
る
女
性
の
割
合
と
ほ
ぼ
等
し
い()。
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軽
井
沢
に
滞
在
し
た
女
性
宣
教
師
は
、
夏
の
別
荘
を
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」
と
し
て
運
営
し
よ
う
と
し
た
だ
ろ
う
。「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」
は
、
女
性
化
し
た
一
九
世
紀
ア
メ
リ
カ
の
福
音
主
義
キ
リ
ス
ト
教
の
骨
組
み
の
一
つ
で
あ
っ
た
思
想
的
、
社
会
的
構
築
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
キ
リ
ス
ト
教
的
、
道
徳
的
影
響
力
を
発
信
し
、
世
俗
の
塵
で
汚
れ
た
男
性
た
ち
を
「
浄
化
」
し
、
子
ど
も
に
宗
教
的
訓
練
を
与
え
た
。「
ホ
ー
ム
」
を
足
場
に
女
性
た
ち
は
、
道
徳
に
基
づ
く
社
会
改
革
運
動
に
乗
り
出
し
た()。
ア
メ
リ
カ
の
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」
に
似
55
て
、
元
来
の
軽
井
沢
の
夏
の
別
荘
に
は
塀
が
な
く
、
個
人
の
空
間
と
他
人
の
空
間
や
公
的
空
間
と
の
境
界
線
は
明
確
に
印
さ
れ
て
い
な
か
っ
た()。
そ
れ
は
、「
ホ
ー
56
ム
」
の
影
響
が
共
同
体
に
浸
透
す
る
こ
と
を
期
す
姿
勢
を
表
現
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
な
特
性
―
自
治
、
開
放
、
平
等
、
社
交
、
女
性
化
と
い
っ
た
言
葉
で
特
徴
づ
け
ら
れ
よ
う
―
を
持
つ
宣
教
師
主
導
の
軽
井
沢
は
、
北
米
流
の
恋
愛
と
求
愛
行
動
（
）
文
化
も
取
り
込
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
軽
courtship
井
沢
の
事
情
を
良
く
知
る
三
代
目
星
野
嘉
助
の
『
や
ま
ぼ
う
し
』
の
中
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。
東
洋
の
各
地
の
宣
教
師
た
ち
も
、
や
が
て
夏
の
三
ヶ
月
を
軽
井
沢
で
送
る
よ
う
に
な
っ
た
。
進
学
問
題
の
相
談
や
結
婚
相
手
の
選
択
な
ど
も
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
夏
の
軽
井
沢
の
生
活
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
不
可
欠
の
も
の
と
な
っ
た()。
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「
結
婚
相
手
の
選
択
」
の
様
子
を
、
先
に
も
引
用
し
た
宣
教
師
の
エ
マ
・
リ
パ
ー
ド
は
、
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
風
の
物
語
『
中
古
品
』（
一
九
三
四
年
）
で
描
い
て
い
る
。
こ
の
物
語
は
、
一
九
三
二
年
に
出
版
さ
れ
た
『
伝
道
再
考
』
に
対
す
る
批
判
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
で
、
神
学
校
出
な
が
ら
、
キ
リ
ス
ト
教
に
対
し
て
曖
昧
な
態
度
し
か
と
れ
な
い
主
人
公
ジ
ョ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン
が
、
英
語
教
師
と
し
て
日
本
に
暮
ら
す
中
で
、
宣
教
師
と
な
る
決
断
を
下
す
話
が
縦
糸
で
あ
る
。
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
、
海
外
伝
道
が
ア
メ
リ
カ
社
会
一
般
で
い
か
に
批
判
さ
れ
、
魅
力
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
た
か
が
分
か
る
。
横
糸
は
、
ジ
ョ
ー
が
日
本
に
向
か
う
道
中
に
出
会
っ
た
看
護
婦
ア
デ
ラ
・
ス
ウ
ィ
フ
ト
―
実
は
宣
教
師
の
娘
と
元
在
日
ア
メ
リ
カ
領
事
の
間
に
横
浜
で
生
ま
れ
た
女
性
―
と
の
恋
愛
で
、
ジ
ョ
ー
の
宣
教
師
と
な
る
決
断
と
ア
デ
ラ
と
結
婚
す
る
決
断
が
ほ
ぼ
同
時
期
に
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
軽
井
沢
は
、
宣
教
師
の
会
議
、
聖
書
研
究
会
、
祈
祷
会
、
日
曜
日
の
礼
拝
等
に
混
じ
っ
て
、
山
登
り
、
散
歩
、
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
で
の
社
交
、
通
常
は
別
の
場
所
に
住
む
友
人
間
の
相
互
訪
問
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
等
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
若
い
男
女
が
、
数
の
上
で
勝
る
年
長
者
の
見
守
り
の
中
で
、
自
由
に
交
際
し
、
関
係
を
深
め
る
の
に
最
適
な
空
間
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
物
語
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
、
ジ
ョ
ー
は
ア
デ
ラ
に
愛
を
告
白
す
る
が
、
そ
れ
は
秋
迫
る
軽
井
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
一
沢
で
の
出
来
事
で
あ
る()。
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ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
中
流
文
化
の
ル
ー
ル
で
は
、
女
性
が
求
愛
行
動
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
年
長
の
女
性
が
若
い
男
女
が
知
り
合
う
機
会
を
提
供
、
演
出
し
、
結
婚
に
至
る
諸
段
階
を
見
守
っ
た
。
男
性
は
女
性
の
「
ホ
ー
ム
」
を
訪
問
し
、
女
性
の
家
族
が
認
め
れ
ば
客
間
に
通
さ
れ
、
女
性
の
家
族
の
監
視
の
下
で
交
際
を
進
め
た
。
こ
の
よ
う
な
文
化
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
九
二
〇
年
代
ま
で
に
大
き
く
変
化
し
た
が()、
文
化
的
に
概
し
て
保
守
的
な
宣
教
師
の
間
で
は
、
59
ま
だ
そ
の
ル
ー
ル
が
生
き
て
い
た
だ
ろ
う
。
女
性
の
多
い
軽
井
沢
は
、
そ
の
よ
う
な
女
性
の
主
導
権
を
発
動
し
や
す
い
場
で
も
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
女
性
宣
教
師
に
と
っ
て
、
結
婚
は
「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」
の
形
成
の
必
要
条
件
で
あ
り
、
特
に
伝
道
対
象
の
現
地
人
の
結
婚
は
、
彼
女
た
ち
の
職
業
的
な
一
大
関
心
事
で
も
あ
っ
た
。
一
八
八
〇
年
代
に
は
、
女
子
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
で
「
交
際
会
」
な
ど
が
開
か
れ
、
そ
の
中
か
ら
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
カ
ッ
プ
ル
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た()。
一
八
九
〇
年
代
以
降
、
ナ
シ
60
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
高
揚
と
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
の
不
振
か
ら
こ
の
よ
う
な
慣
行
は
廃
れ
た
よ
う
だ
。
一
方
で
、
そ
の
前
後
か
ら
、
す
で
に
い
く
つ
か
例
を
あ
げ
た
よ
う
に
、
一
部
の
宣
教
師
は
、
女
学
生
や
教
員
を
引
き
連
れ
て
軽
井
沢
で
夏
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た()。
宣
教
師
を
通
じ
、
女
学
生
た
ち
は
、
リ
パ
ー
ド
の
物
語
に
61
あ
る
よ
う
な
、
遠
巻
き
の
監
視
の
中
で
の
、
あ
る
程
度
自
由
な
ア
メ
リ
カ
流
の
男
女
交
際
を
知
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
ま
た
、
若
い
日
本
人
女
学
生
た
ち
の
存
在
は
、
次
節
に
紹
介
す
る
よ
う
な
、
日
本
人
の
間
の
軽
井
沢
を
め
ぐ
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
連
想
の
基
盤
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
四
．
日
本
人
へ
の
波
及
宣
教
師
の
共
同
体
の
地
元
へ
の
影
響
は
大
き
か
っ
た
。
た
と
え
ば
、
先
に
も
引
用
し
た
三
代
目
星
野
嘉
助
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
商
店
街
は
、
ま
る
で
租
界
の
よ
う
だ
っ
た
。
日
曜
に
は
、
宗
派
を
超
越
し
て
、
ユ
ニ
オ
ン
チ
ャ
ー
チ
に
集
ま
っ
た
。
土
地
の
商
人
も
職
人
も
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
の
生
活
の
影
響
を
強
く
受
け
た
。
日
曜
に
は
商
売
も
成
り
立
た
な
い
し
、
働
ら
く
仕
事
も
な
か
っ
た
。
そ
う
し
て
、
土
地
の
人
々
は
、
時
間
を
守
っ
た
り
、
う
そ
を
言
わ
な
い
習
慣
を
身
に
つ
け
、
簡
素
な
生
活
や
テ
ニ
ス
の
楽
し
さ
を
知
り
、
自
然
を
愛
す
る
こ
と
を
覚
え
た()。
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す
で
に
述
べ
た
女
学
生
の
例
の
よ
う
に
、
軽
井
沢
開
発
の
初
期
、
軽
井
沢
中
心
部
で
夏
を
過
ご
す
日
本
人
は
、
宣
教
師
に
伴
わ
れ
て
来
る
、
あ
る
い
は
、
宣
教
師
と
ゆ
か
り
の
あ
る
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る()。
旧
軽
井
沢
銀
座
の
63
日
本
人
教
会
は
、
エ
キ
ュ
メ
ニ
カ
ル
な
「
合
同
教
会
」
と
い
う
形
で
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
な
開
放
性
を
目
指
し
た
。
地
元
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
だ
け
で
な
く
、
夏
期
を
中
心
に
軽
井
沢
に
出
入
り
す
る
様
々
な
教
派
の
教
会
に
属
す
る
日
本
人
が
礼
拝
に
参
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る()。
つ
ま
り
、
中
心
部
で
64
は
日
本
人
の
間
で
も
宣
教
師
の
主
導
す
る
キ
リ
ス
ト
教
は
あ
る
程
度
の
存
在
感
を
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
二
保
持
し
た
。
だ
が
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
別
荘
地
帯
は
、
宣
教
師
中
心
の
共
同
体
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、
す
ば
や
く
広
が
っ
て
い
き
、
軽
井
沢
の
範
囲
を
大
幅
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
ご
く
初
期
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
洋
行
帰
り
」
が
、
個
人
で
夏
の
別
荘
を
建
て
た
。
八
田
裕
次
郎
、
末
松
兼
澄
、
三
井
三
郎
助
、
小
坂
善
之
助
、
藤
島
太
麻
夫
な
ど
で
あ
る
。
し
か
し
す
ぐ
に
、
開
発
業
者
が
土
地
を
取
得
し
て
売
り
出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
主
な
も
の
だ
け
を
拾
う
と
、
一
八
九
八
年
に
は
鹿
島
岩
蔵
が
五
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
購
入
し
、
自
分
の
別
荘
と
貸
別
荘
を
建
て
た
。
一
九
〇
六
年
に
山
本
直
良
は
三
笠
に
三
笠
ホ
テ
ル
を
開
業
し
た
。
一
九
一
二
年
に
は
半
田
善
四
郎
が
三
笠
の
一
一
万
坪
を
使
い
、
貸
別
荘
、
分
譲
を
始
め
た
。
野
沢
源
一
郎
は
、
一
九
一
五
年
に
矢
ヶ
崎
か
ら
離
山
下
の
通
称
野
沢
原
で
、
あ
め
り
か
屋
と
組
ん
で
別
荘
を
売
り
出
し
た
。
近
藤
友
右
衛
門
が
土
地
を
獲
得
し
た
の
は
一
九
一
六
年
で
、
旧
軽
井
沢
か
ら
碓
氷
峠
に
至
る
二
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
地
域
の
区
画
を
売
り
出
し
た
。
一
九
一
八
年
、
堤
康
次
郎
は
、
千
ヶ
滝
別
荘
地
の
開
発
に
着
手
。
一
九
一
九
年
に
は
根
津
嘉
一
郎
が
矢
ヶ
崎
山
裾
に
あ
め
り
か
屋
住
宅
二
〇
棟
と
武
蔵
高
等
学
校
寮
を
作
っ
た
。
堤
康
次
郎
は
、
一
九
二
〇
年
に
政
府
か
ら
鬼
押
出
し
の
払
い
下
げ
を
受
け
、
さ
ら
に
南
軽
井
沢
の
四
二
〇
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
土
地
を
六
万
三
二
〇
〇
円
で
購
入
し
た
。
堤
康
次
郎
は
、
軽
井
沢
に
お
け
る
代
表
的
な
資
本
家
・
開
発
業
者
で
あ
り
、
彼
が
設
立
し
た
会
社
の
後
裔
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
は
、
現
在
南
軽
井
沢
を
中
心
に
ホ
テ
ル
、
ス
キ
ー
場
、
ア
ウ
ト
レ
ッ
ト
・
モ
ー
ル
等
を
経
営
し
、
軽
井
沢
の
商
業
的
娯
楽
と
消
費
を
リ
ー
ド
し
て
い
る()。
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特
に
鹿
島
や
野
沢
が
開
発
し
た
別
荘
地
は
、
徳
川
慶
久
、
細
川
護
立
、
大
隈
重
信
、
加
藤
高
明
、
津
軽
承
昭
な
ど
、
日
本
人
特
権
階
級
が
獲
得
し
、
中
流
的
な
宣
教
師
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
は
対
照
的
で
あ
っ
た
。
軽
井
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
は
、
こ
う
し
た
名
士
た
ち
の
企
て
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
以
降
、
軽
井
沢
の
商
業
化
を
嫌
っ
て
、
一
部
の
宣
教
師
は
野
尻
湖
畔
に
脱
出
し
始
め
た()。
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後
に
開
発
さ
れ
て
い
っ
た
日
本
人
別
荘
地
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
特
異
な
関
係
を
結
ん
だ
の
は
、
沓
掛
（
中
軽
井
沢
）
の
星
野
温
泉
で
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
は
宣
教
師
で
は
な
く
、
内
村
鑑
三
の
影
響
か
ら
で
あ
る
。
一
九
二
一
年
、
内
村
鑑
三
は
小
諸
町
の
知
人
の
紹
介
で
星
野
温
泉
の
貸
別
荘
に
滞
在
し
、
そ
こ
で
開
か
れ
た
「
芸
術
自
由
教
育
講
習
会
」
で
特
別
講
演
を
し
た
。
そ
れ
以
来
、
夏
を
星
野
の
貸
別
荘
で
過
ご
す
よ
う
に
な
り
、
日
曜
日
は
集
会
、
土
曜
日
等
に
は
聖
書
研
究
会
を
開
き
、
多
く
の
知
識
人
を
集
め
た
。
内
村
は
、
若
き
日
の
三
代
目
星
野
嘉
助
を
か
わ
い
が
り
、「
成
功
の
秘
訣
」
一
〇
箇
条
を
記
し
た
書
や
英
字
の
額
を
与
え
、
ま
た
、
芸
術
自
由
教
育
講
習
会
の
際
に
使
用
し
、
そ
の
後
子
供
会
な
ど
が
開
か
れ
た
小
屋
の
た
め
に
「
星
野
遊
学
堂
」
と
「
善
遊
善
学
」
と
い
う
書
を
書
い
た
。
星
野
遊
学
堂
は
一
度
場
所
を
変
え
て
再
建
さ
れ
、
一
九
六
五
年
以
前
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
小
説
家
・
牧
師
の
沖
野
岩
三
郎
と
三
代
目
嘉
助
の
弟
拓
弘
が
教
会
活
動
を
続
け
た
と
い
う
。
一
九
六
五
年
四
月
に
再
び
場
所
を
移
し
て
再
建
、
三
代
目
嘉
助
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
三
の
時
代
は
、「
星
野
温
泉
の
思
想
的
な
さ
さ
え
と
し
て
毎
週
礼
拝
を
行
っ
て
い
」
た()。
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内
村
鑑
三
は
宣
教
師
と
は
そ
り
が
合
わ
ず
、
往
々
に
し
て
彼
ら
の
厳
し
い
批
判
者
で
あ
っ
た()。
し
た
が
っ
て
、
星
野
温
泉
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
は
、
旧
軽
井
沢
68
を
中
心
に
発
信
さ
れ
る
宣
教
師
的
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
あ
る
意
味
で
ア
ン
チ
・
テ
ー
ゼ
で
も
あ
っ
た
。
沓
掛
は
、
二
代
目
星
野
嘉
助
が
一
九
一
三
年
に
温
泉
を
掘
り
当
て
、
翌
年
星
野
温
泉
旅
館
を
始
め
た
こ
と
か
ら
避
暑
地
と
し
て
の
開
発
が
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
る
。
芸
術
自
由
教
育
講
習
会
の
懇
親
会
で
は
、
夕
刻
た
き
火
が
た
か
れ
、
参
加
者
が
踊
り
回
っ
た
り
、
酒
宴
を
楽
し
ん
だ
り
し
た
。
星
野
温
泉
の
前
庭
で
は
夏
は
毎
夜
盆
踊
り
が
始
ま
っ
た
と
も
言
う()。
星
野
を
中
心
と
す
る
沓
掛
69
は
、
温
泉
、
酒
、
盆
踊
り
（
乱
交
ま
で
含
ん
で
い
た
と
は
想
像
で
き
な
い
が()）
と
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い
う
日
本
人
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る
娯
楽
を
提
供
す
る
日
本
人
の
避
暑
地
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
西
洋
か
ら
移
入
さ
れ
た
教
会
、
洗
礼
と
い
っ
た
制
度
に
縛
ら
れ
な
い
、
愛
国
主
義
者
内
村
鑑
三
の
信
仰
と
感
性
に
従
う
キ
リ
ス
ト
教
が
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
偶
然
で
は
な
か
ろ
う
。
星
野
温
泉
の
芸
術
自
由
教
育
講
習
会
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
本
人
も
ま
た
宣
教
師
の
聖
書
研
究
会
や
伝
道
会
議
等
に
似
た
、
独
自
の
教
育
空
間
を
軽
井
沢
に
創
ろ
う
と
し
た
。
後
藤
新
平
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
ア
メ
リ
カ
通
の
新
渡
戸
稲
造
は
、
一
九
一
八
年
七
月
に
軽
井
沢
通
俗
夏
季ママ
大
学
を
開
校
、
こ
れ
は
、
一
九
三
四
年
ま
で
続
い
た
。
講
師
陣
に
は
新
渡
戸
を
は
じ
め
、
鳩
山
秀
夫
、
森
戸
辰
男
、
河
合
栄
治
郎
、
神
田
乃
武
、
吉
野
作
造
、
有
島
武
郎
・
生
馬
兄
弟
、
沢
柳
政
太
郞
、
安
部
磯
雄
な
ど
、
当
時
一
流
の
学
者
が
加
わ
っ
た()。
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
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リ
カ
の
ユ
ニ
ヴ
ァ
ー
シ
ィ
テ
ィ
・
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
・
ム
ー
ヴ
メ
ン
ト()に
倣
っ
72
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
避
暑
地
で
の
夏
期
学
校
と
い
う
形
は
、
む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
シ
ョ
ト
ー
カ
運
動()を
想
わ
せ
る
。
両
方
と
も
、
知
の
民
主
的
な
分
配
に
寄
73
与
し
よ
う
と
い
う
も
の
だ
が
、
シ
ョ
ト
ー
カ
の
夏
期
学
校
に
は
、
避
暑
や
娯
楽
の
要
素
が
あ
り
、
か
つ
、
海
外
伝
道
と
関
わ
り
が
あ
っ
た()。
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日
本
人
は
ま
た
、
軽
井
沢
近
辺
に
、
宣
教
師
の
旧
軽
井
沢
に
倣
っ
て
、
仲
間
を
集
め
、
自
治
的
な
避
暑
共
同
体
を
創
っ
た
。
た
と
え
ば
、
一
九
二
〇
年
に
で
き
た
北
軽
井
沢
の
法
政
大
学
村
、
一
九
三
三
年
に
で
き
た
軽
井
沢
南
原
の
友
達
の
村
（
学
者
村
）
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
別
荘
地
の
形
成
を
先
導
し
た
の
は
、
学
者
が
中
心
で
、
同
業
者
、
ま
た
は
、
同
じ
よ
う
な
社
会
的
地
位
の
友
人
に
土
地
を
買
っ
て
、
別
荘
共
同
体
に
参
加
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。
こ
れ
ら
は
、
イ
ン
テ
リ
の
中
流
上
層
部
が
中
心
の
試
み
で
あ
っ
た()。
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そ
し
て
、
宣
教
師
の
リ
パ
ー
ド
が
物
語
化
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
も
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
の
空
間
と
し
て
軽
井
沢
を
積
極
的
に
意
味
づ
け
た
。
作
家
柴
田
錬
三
郎
に
と
っ
て
、
ま
ず
、「
軽
井
沢
は
正
妻
の
町
」
で
あ
っ
た
。
軽
井
沢
通
で
あ
り
、
一
九
九
八
年
か
ら
二
〇
〇
四
年
ま
で
軽
井
沢
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
理
事
長
を
務
め
た
こ
と
も
あ
る
ホ
テ
ル
マ
ン
犬
丸
一
郎
は
そ
れ
を
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。
軽
井
沢
が
避
暑
地
と
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
花
柳
の
巷
（
歓
楽
街
の
こ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
四
と
）
を
設
け
ず
、
あ
く
ま
で
純
潔
の
風
習
を
保
つ
に
腐
心
し
て
い
る
こ
と
は
、
他
に
対
す
る
第
一
の
誇
り
で
あ
る
。
…
…
軽
井
沢
で
は
誰
も
が
、
友
人
知
人
を
介
し
て
土
地
を
買
い
、
家
を
建
て
、
お
互
い
家
族
ぐ
る
み
で
付
き
合
う
よ
う
に
な
る
。
食
材
を
買
う
に
も
、
食
事
を
す
る
に
も
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
見
知
っ
た
顔
に
会
う
。
確
か
に
、
軽
井
沢
は
自
分
の
奥
さ
ん
と
し
か
歩
け
な
い
町
な
の
で
あ
っ
た()。
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こ
れ
は
、
宣
教
師
の
キ
リ
ス
ト
教
が
一
夫
一
婦
を
旗
印
と
し
た
こ
と
が
、
軽
井
沢
の
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
に
も
浸
透
し
、
規
範
と
な
り
、
あ
る
時
点
ま
で
に
日
本
の
伝
統
的
遊
興
文
化
を
封
殺
し
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る
。
二
〇
世
紀
前
半
に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
軽
井
沢
は
、「
純
愛
」
に
相
応
し
い
空
間
と
し
て
、
文
学
者
た
ち
に
よ
る
記
号
化
が
進
ん
だ
。
た
と
え
ば
、
小
説
家
で
「
棄
教
者
」
の
―
彼
は
青
年
時
代
、
新
渡
戸
稲
造
に
愛
さ
れ
、
内
村
鑑
三
に
期
待
さ
れ
た
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
―
有
島
武
郎
は
、
一
九
二
三
年
に
愛
人
の
波
多
野
秋
子
と
軽
井
沢
三
笠
の
有
島
家
別
荘
で
心
中
し
た
。
有
島
は
寡
だ
っ
た
が
、
波
多
野
秋
子
は
、
既
婚
の
『
婦
人
公
論
』
記
者
で
あ
っ
た
。
新
橋
の
芸
者
の
庶
子
だ
と
当
時
の
新
聞
に
書
き
立
て
ら
れ
た
波
多
野
は
、
一
八
歳
で
結
婚
後
、
女
子
学
院
、
青
山
女
学
院
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ス
ク
ー
ル
に
学
ん
だ
。
美
貌
と
西
洋
的
知
性
・
マ
ナ
ー
を
兼
ね
備
え
た
女
性
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
有
島
が
残
し
た
文
章
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ラ
ヴ
・
ロ
マ
ン
ス
の
絶
頂
に
お
い
て
死
ぬ
こ
と
を
望
ん
だ
。
そ
れ
は
、
絶
頂
の
後
に
訪
れ
る
失
望
を
回
避
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
っ
た()。
有
島
と
波
多
野
の
関
係
性
は
婚
姻
外
の
肉
体
関
係
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
性
77愛
と
精
神
的
愛
を
区
別
し
な
い
日
本
的
伝
統
に
従
う
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
伝
統
の
中
に
あ
る
、
婚
姻
と
い
っ
た
形
式
的
関
係
を
超
克
す
る
と
い
う
意
味
で
の
「
純
愛
」
的
要
素
が
「
心
中
」
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
て
き
た
系
譜()と
軽
井
沢
を
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結
び
つ
け
た
。
一
方
、
堀
辰
雄
の
「
美
し
い
村
」（
一
九
三
三
年
）、「
風
立
ち
ぬ
」（
一
九
三
六
―
三
七
年
）
と
い
っ
た
一
連
の
作
品
は
、
い
わ
ゆ
る
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
の
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
の
記
号
化
を
進
め
た
。「
美
し
い
村
」
に
は
、
独
身
女
性
宣
教
師
と
思
わ
れ
る
、
か
つ
て
古
い
ヴ
ィ
ラ
で
夏
を
過
ご
し
て
い
た
二
人
の
「
老
嬢
」
が
登
場
す
る
。
謎
め
い
た
、
素
性
の
分
か
ら
な
い
、「
心
も
と
な
げ
な
」「
外
人
」
で
、
今
は
も
う
ヴ
ィ
ラ
に
や
っ
て
こ
な
い
。
主
人
公
は
、
彼
女
ら
を
小
説
に
描
こ
う
と
す
る
が
、
う
ま
く
そ
の
存
在
を
把
握
し
き
れ
な
い
。
ま
た
、
主
人
公
は
、
散
歩
中
に
「
坂
の
上
の
方
か
ら
数
人
の
少
女
た
ち
が
笑
ひ
さ
ざ
め
き
な
が
ら
駆
け
下
り
る
よ
う
に
し
て
来
る
の
に
出
会
」
い
、
胸
を
と
き
め
か
せ
る
。
数
年
前
に
も
少
女
た
ち
と
「
花
や
か
な
交
際
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
「
す
で
に
私
か
ら
巣
立
っ
て
い
っ
た
そ
れ
ら
の
少
女
た
ち
、
こ
と
に
そ
の
う
ち
の
一
人
と
の
気
ま
づ
い
再
会
」
を
恐
れ
る
。
堀
は
「
美
し
い
村
」
軽
井
沢
が
、
宣
教
師
空
間
、
女
性
的
空
間
と
し
て
あ
る
の
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
、
自
然
の
中
に
一
本
の
「
向
日
葵
」
の
よ
う
に
立
ち
現
れ
た
写
生
を
す
る
少
女
と
出
会
う
の
で
あ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
五
る
。
彼
女
は
父
親
に
連
れ
ら
れ
て
軽
井
沢
に
来
る
が
、
父
親
は
す
ぐ
に
彼
女
を
残
し
て
帰
っ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
高
原
避
暑
地
の
通
例
ど
お
り
、
平
地
で
忙
し
い
男
た
ち
は
「
美
し
い
村
」
に
長
居
し
な
い
。
二
人
は
し
ば
ら
く
し
て
会
話
を
交
わ
す
よ
う
に
な
り
、
親
し
く
な
り
、
漸
く
腕
組
み
し
て
散
歩
す
る
よ
う
に
な
る()。
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こ
の
軽
井
沢
で
出
会
っ
た
少
女
が
、「
風
た
ち
ぬ
」
で
は
、
結
核
を
病
む
主
人
公
の
婚
約
者
節
子
と
し
て
現
れ
る
。
病
に
あ
る
女
性
と
の
愛
は
、
純
粋
な
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
を
暗
示
し
、
一
九
六
〇
年
代
前
半
の
日
本
で
ベ
ス
ト
・
セ
ラ
ー
と
な
っ
た
ノ
ン
・
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
『
愛
と
死
を
見
つ
め
て
』
の
先
駆
け
と
も
な
っ
て
い
る()。
物
語
の
大
半
は
八
ヶ
岳
の
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
舞
台
と
し
、
節
子
の
死
を
予
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感
し
な
が
ら
、
二
人
が
「
抗
ひ
が
た
い
運
命
の
前
に
し
づ
か
に
頭
を
項
低
れ
た
ま
ま
、
互
い
に
心
と
心
と
、
身
と
身
を
温
め
合
ひ
な
が
ら
、
並
ん
で
立
つ
て
ゐ
る
若
い
男
女
の
姿
」
す
な
わ
ち
「
眞
の
婚
約
の
主
題
」
を
追
求
す
る
様
子
が
描
か
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
そ
の
よ
う
な
「
幸
福
」
を
必
ず
し
も
味
わ
い
き
れ
な
い
主
人
公
の
不
安
に
も
言
及
が
あ
る
。「
こ
の
物
語
の
中
の
お
れ
達
は
お
れ
達
に
許
さ
れ
る
だ
け
の
さ
さ
や
か
な
生
の
愉
し
み
を
味
わ
ひ
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
独
自
に
お
互
を
幸
福
に
さ
せ
合
へ
る
と
信
じ
て
ゐ
ら
れ
た
…
…
。
―
が
、
お
れ
達
は
あ
ん
ま
り
高
く
狙
ひ
過
ぎ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
？
さ
う
し
て
、
お
れ
は
お
れ
の
生
の
要
求
を
少
し
許
り
見
く
び
り
過
ぎ
て
ゐ
た
の
で
あ
ら
う
か
？
」
と
、
主
人
公
は
、
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
の
イ
デ
ア
の
世
界
に
安
住
で
き
な
い
自
身
を
告
白
し
て
い
る()。
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「
死
の
か
げ
の
谷
」
は
、
節
子
の
死
後
、
主
人
公
が
三
年
ぶ
り
に
冬
の
軽
井
沢
に
滞
在
し
、
彼
女
と
の
関
係
、
彼
女
の
存
在
に
つ
い
て
、
あ
る
種
の
理
解
に
到
達
す
る
物
語
で
あ
る
。
こ
の
小
品
で
は
、
題
名
を
は
じ
め
、
新
し
く
で
き
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
そ
の
神
父
、
ミ
サ
に
出
た
主
人
公
と
ド
イ
ツ
人
の
女
性
、
リ
ル
ケ
の
レ
ク
イ
エ
ム
と
い
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
的
モ
チ
ー
フ
が
随
所
に
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
主
人
公
は
、「
こ
ん
な
風
に
お
れ
が
い
か
に
も
何
気
な
さ
さ
う
に
生
き
て
ゐ
ら
れ
る
の
も
、
…
…
本
当
に
み
ん
な
お
前
﹇
節
子
―
筆
者
注
﹈
の
お
陰
だ
。
そ
れ
だ
の
に
、
節
子
、
お
れ
は
こ
れ
ま
で
一
度
だ
つ
て
も
、
自
分
が
か
う
し
て
孤
独
で
い
き
て
ゐ
る
の
を
、
お
前
の
た
め
だ
な
ん
ぞ
と
思
つ
た
事
が
な
い
。
…
…
お
れ
は
お
れ
に
は
勿
体
な
い
ほ
ど
の
お
前
の
愛
に
慣
れ
切
つ
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
だ
ろ
う
か
？
そ
れ
程
、
お
前
は
お
れ
に
は
何
ん
に
も
求
め
ず
に
、
お
れ
を
愛
し
て
ゐ
て
呉
れ
た
の
だ
ろ
う
か
？
」
と
思
い
至
る
。
つ
ま
り
、
節
子
の
見
返
り
を
求
め
な
い
愛
―
そ
れ
は
肉
の
次
元
で
は
な
い
、
キ
リ
ス
ト
教
的
に
言
え
ば
霊
的
な
レ
ベ
ル
の
愛
、
あ
る
い
は
、
神
の
愛
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
の
よ
う
に
読
め
る
―
が
確
か
に
あ
っ
て
、
そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
こ
と
を
主
人
公
は
ぼ
ん
や
り
と
悟
る
。
す
る
と
、
そ
れ
ま
で
「
死
の
か
げ
の
谷
」
と
思
え
て
い
た
軽
井
沢
の
そ
の
場
所
が
、
宣
教
師
た
ち
が
そ
う
呼
び
習
わ
し
た
よ
う
に
「
幸
福
の
谷
」
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た()。
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北
米
宣
教
師
の
開
拓
し
た
軽
井
沢
は
、
日
本
人
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
日
本
化
さ
れ
つ
つ
、
拡
張
さ
れ
て
い
き
、
一
九
三
〇
年
代
ま
で
に
は
日
本
人
に
よ
る
そ
の
象
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
六
徴
化
も
す
す
ん
だ
が
、
宣
教
師
の
も
た
ら
し
た
北
米
キ
リ
ス
ト
教
中
流
文
化
の
中
核
は
、
日
本
人
の
間
で
も
あ
る
程
度
生
き
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
仲
間
（
知
人
同
士
）
を
中
心
に
形
成
さ
れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
部
の
平
等
を
前
提
と
す
る
民
主
主
義
的
関
係
性
、「
愛
あ
る
」
一
夫
一
婦
制
の
、
生
涯
続
く
結
婚
と
、
そ
の
前
提
と
な
る
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
に
よ
る
求
愛
行
動
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
で
の
敗
北
と
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
占
領
を
通
じ
、
民
主
主
義
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
る
中
、
生
き
残
り
を
か
け
た
皇
室
が
選
択
し
た
皇
太
子
の
花
嫁
は
、
平
民
正
田
美
智
子
で
あ
っ
た
。
周
知
の
よ
う
に
、
二
人
の
「
出
会
い
」
は
、
軽
井
沢
の
件
の
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
で
一
九
五
七
年
八
月
に
始
ま
っ
た
。
そ
れ
は
、
「
民
主
的
自
治
」、「
純
愛
空
間
」
ま
た
は
「
プ
ラ
ト
ニ
ッ
ク
・
ラ
ヴ
を
前
提
と
す
る
求
愛
行
動
と
続
く
「
愛
に
基
づ
く
」
一
夫
一
婦
の
結
婚
の
聖
地
」
と
し
て
記
号
化
さ
れ
た
軽
井
沢
に
よ
っ
て
新
し
い
皇
室
を
意
味
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
同
時
に
、「
軽
井
沢
」
の
持
つ
そ
の
よ
う
な
意
味
を
強
化
す
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
の
出
会
い
と
結
婚
は
、
戦
後
日
本
の
民
主
主
義
を
象
徴
す
る
出
来
事
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
当
事
者
の
互
い
に
対
す
る
「
愛
」
に
基
づ
く
結
婚
が
主
流
化
す
る
契
機
と
な
っ
た()。
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星
野
温
泉
の
「
星
野
遊
学
堂
」
は
、
内
村
鑑
三
と
の
特
別
な
関
係
の
記
憶
を
宿
し
な
が
ら
、
戦
後
い
つ
の
間
に
か
軽
井
沢
高
原
教
会
と
改
名
さ
れ
た
。
上
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
沖
野
岩
三
郎
と
三
代
目
嘉
助
の
弟
拓
弘
が
教
会
活
動
を
続
け
、
少
な
く
と
も
三
代
目
の
時
代
は
、「
星
野
温
泉
の
思
想
的
な
さ
さ
え
と
し
て
毎
週
礼
拝
を
行
っ
て
い
」
た
。
今
で
も
、
毎
日
曜
日
午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
ゴ
ス
ペ
ル
礼
拝
が
あ
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
や
イ
ー
ス
タ
ー
、
ま
た
夏
期
に
は
特
別
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。
牧
師
館
も
隣
接
し
て
い
る
。
し
か
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
限
り
、
牧
師
が
誰
か
は
わ
か
ら
な
い()。
軽
井
沢
高
原
教
会
の
す
ぐ
近
く
に
一
九
八
八
84
年
に
竣
工
し
た
石
の
教
会
・
内
村
鑑
三
記
念
堂
が
あ
り
、
地
下
に
は
、
内
村
が
星
野
家
に
残
し
た
様
々
な
遺
物
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
結
局
、
こ
れ
ら
の
施
設
は
、「
星
の
や
軽
井
沢
」
や
「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
ブ
レ
ス
ト
ン
コ
ー
ト
」
と
い
っ
た
ホ
テ
ル
、
ト
ン
ボ
の
湯
等
が
居
並
ぶ
、「
軽
井
沢
星
野
リ
ゾ
ー
ト
」
の
一
部
で
あ
る
。
近
年
よ
く
見
か
け
る
、「
結
婚
式
教
会
」（
結
婚
式
だ
け
に
使
わ
れ
る
教
会
様
の
建
物
）
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い()。
星
野
温
泉
に
内
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村
鑑
三
が
も
た
ら
し
た
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
今
日
ま
で
に
、
一
夫
一
婦
の
愛
あ
る
結
婚
に
そ
の
意
味
を
縮
小
さ
せ
、
定
着
し
た
ら
し
い
。
一
九
八
〇
年
代
に
キ
リ
ス
ト
教
式
の
結
婚
が
増
え
る
な
か
、
経
営
者
と
し
て
の
四
代
目
星
野
嘉
助
は
、
軽
井
沢
高
原
教
会
に
加
え
、
一
流
建
築
家
の
設
計
に
よ
る
「
石
の
教
会
」
を
造
り
、「
軽
井
沢
ホ
テ
ル
ブ
レ
ス
ト
ン
コ
ー
ト
」（
洋
風
ホ
テ
ル
）
で
の
披
露
宴
と
組
み
に
し
て
、
挙
式
需
用
を
大
々
的
に
取
り
込
も
う
と
し
た
の
だ
ろ
う
。
石
の
教
会
地
下
に
展
示
さ
れ
る
内
村
鑑
三
の
記
憶
は
、「
結
婚
式
教
会
」
と
は
ま
っ
た
く
そ
ぐ
わ
ず
、
一
種
謎
め
い
た
違
和
感
を
感
じ
さ
せ
る
。
浅
田
タ
ケ
と
の
最
初
の
結
婚
の
失
敗
以
来
、
内
村
は
、
宣
教
師
仕
込
み
の
求
愛
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
て
の
「
愛
あ
る
結
婚
」
に
対
す
る
手
厳
し
い
批
判
者
と
な
っ
た
。「
茶
話
会
と
求
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
七
愛
と
が
自
由
交
際
自
由
恋
愛
の
宗
教
の
証
人
を
え
て
」
奨
励
さ
れ
た
こ
と
を
弾
劾
し
、
米
国
宣
教
師
は
、「
幸
福
な
る
家
庭
の
…
…
機
械
的
製
作
法
を
伝
え
た
」
と
批
難
し
、「
幸
福
な
る
家
庭
と
よ
！
キ
リ
ス
ト
は
お
の
れ
を
信
ず
る
者
に
そ
ん
な
も
の
を
約
束
し
た
ま
わ
な
い
」
と
言
い
切
っ
た()。
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し
か
し
、
多
く
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
は
恋
愛
を
通
じ
て
の
「
愛
あ
る
結
婚
」
の
証
人
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
的
背
景
を
背
負
う
軽
井
沢
は
、「
永
遠
に
続
く
愛
」
を
育
み
、
誓
う
に
ふ
さ
わ
し
い
場
所
と
し
て
想
像
さ
れ
、
商
業
化
さ
れ
て
い
る
。「
軽
井
沢
星
野
リ
ゾ
ー
ト
」
は
、
日
本
化
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
、
そ
し
て
「
軽
井
沢
」
の
帰
結
の
一
つ
を
端
的
に
表
現
す
る
。
内
村
鑑
三
の
記
憶
と
遺
物
も
ま
た
、
そ
の
中
に
取
り
込
ま
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
大
い
な
る
皮
肉
と
言
え
よ
う
か
。
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年
、
一
三
二
―
一
三
三
頁
。
(
)
初
期
の
土
地
獲
得
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
大
介
・
斎
藤
功
「
明
治
・
大
正
期
の
軽
19
井
沢
に
お
け
る
高
原
避
暑
地
の
形
成
と
別
荘
所
有
者
の
変
遷
」『
歴
史
地
理
学
』
四
六
―
三
（
二
〇
〇
四
年
六
月
）、
一
―
二
〇
頁
に
詳
し
い
。
(
)
佐
藤
・
斎
藤
、
四
、
六
頁
。
宮
原
、
七
三
、
七
七
―
八
一
頁
。
な
お
、
一
八
八
20
七
年
に
は
、
他
に
ア
メ
リ
カ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
宣
教
師
ミ
ル
ト
ン
・
Ｓ
・
ヴ
ェ
イ
ル
（
一
八
五
三
―
一
九
二
八
）、
横
浜
の
商
人
エ
ド
ワ
ー
ド
・
カ
ー
ビ
ー
（
一
八
三
六
―
一
八
八
三
）
の
係
累
も
別
荘
を
建
て
た
と
い
う
。
(
)
林
貞
子
宛
佐
藤
て
つ
書
簡
（
一
八
八
九
年
七
月
二
九
日
付
け
）。『
あ
ゆ
み
』（
フ
21
ェ
リ
ス
女
学
院
資
料
室
紀
要
）
第
四
一
号
（
一
九
九
八
年
七
月
）、
四
―
五
頁
。
デ
ィ
ク
ソ
ン
と
リ
チ
ャ
ー
ズ
の
結
婚
に
つ
い
て
は
、T
he
M
ission
G
leaner,
V
ol.2,N
o.4
(M
ay
and
June,1885):2.
(
)
宮
原
、
一
一
三
―
一
一
四
頁
。
22
(
)
佐
藤
・
斎
藤
、
六
頁
に
掲
載
の
表
よ
り
計
算
。
23(
)
花
里
俊
廣
「
戦
前
期
の
軽
井
沢
の
別
荘
地
に
お
け
る
外
国
人
の
所
有
・
滞
在
と
24
対
人
的
環
境
の
様
態
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
第
七
七
巻
六
七
二
号
（
二
〇
一
二
年
二
月
）、
二
五
一
頁
掲
載
の
表
よ
り
算
出
。
(
)
花
里
、
二
五
三
頁
に
掲
載
さ
れ
た
一
九
一
一
年
と
一
九
三
〇
年
の
地
図
を
参
照
。
25(
)
島
崎
清
編
著
『
軽
井
沢
百
年
の
歩
み
』
私
家
版
、
一
九
八
五
年
、
三
六
―
三
七
26
頁
。
佐
藤
・
斎
藤
、
八
―
九
頁
。
(
)
宮
原
、
六
五
、
六
七
―
六
八
頁
。
27(
)
福
田
和
美
『
日
光
鱒
釣
紳
士
物
語
』
山
と
渓
谷
社
、
一
九
九
九
年
、
六
一
頁
。
28(
)
宣
教
師
の
年
収
に
つ
い
て
は
、
29
Letter
by
T
.M
.M
acN
air
dated
D
ec.28,
1891
in
Japan
Letters,Records
of
U
.S.Presbyterian
M
issions
in
[横
浜
開
港
資
料
館
]．
な
お
、
こ
の
手
紙
Y
okoham
a
A
rchives
ofH
istory
で
明
治
学
院
院
長
の
井
深
楫
之
助
の
年
間
給
与
を
七
二
〇
円
か
ら
九
二
〇
円
に
引
き
上
げ
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。
御
雇
い
外
国
人
の
平
均
年
収
に
つ
い
て
は
、
植
村
正
治
「
明
治
前
期
御
雇
い
外
国
人
の
給
与
」『
流
通
科
学
大
学
論
集
』
第
二
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
八
年
）、
六
頁
。
(
)
宮
原
、
五
二
―
五
三
頁
。
従
っ
て
デ
ィ
ク
ソ
ン
は
、
結
婚
の
際
、
オ
ラ
ン
ダ
改
30
革
派
が
ク
ラ
ラ
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
を
日
本
に
派
遣
す
る
際
に
使
っ
た
支
度
金
と
旅
費
を
難
な
く
返
済
し
た
（
T
he
M
ission
G
leaner）。
(
)
31
Letter
by
Carrie
A
lexander
dated
Jan.26,1889
in
Japan
Letters,
Records
ofU
.S.Presbyterian
M
issions.
(
)
来
日
以
来
、
ず
っ
と
一
緒
に
働
き
、
品
川
で
同
居
し
て
き
た
同
僚
ア
ナ
・
ウ
ェ
32
ス
ト
と
共
同
で
出
資
し
た
可
能
性
も
大
き
い
。
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
と
ア
ナ
・
ウ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
小
檜
山
ル
イ
『
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
二
一
二
、
三
一
九
頁
。
な
お
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
は
一
八
九
二
年
に
同
僚
の
セ
オ
ド
ア
・
マ
ク
ネ
ア
（
一
八
五
八
―
一
九
一
五
）
と
結
婚
し
、
一
八
九
九
年
の
条
約
改
正
後
、
土
地
は
夫
名
義
に
な
っ
た
。
一
九
一
五
年
に
マ
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
一
九
ク
ネ
ア
が
没
し
た
後
、
ほ
ど
な
く
し
て
、
軽
井
沢
の
土
地
は
益
田
孝
に
売
ら
れ
た
（
以
上
は
、
佐
藤
・
斎
藤
、
六
、
一
二
頁
）。
想
像
を
め
ぐ
ら
す
な
ら
、
売
り
上
げ
は
、
未
亡
人
と
な
っ
た
キ
ャ
リ
（
そ
し
て
お
そ
ら
く
ア
ナ
・
ウ
ェ
ス
ト
）
の
老
後
の
資
金
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
宣
教
師
が
日
本
人
の
富
裕
者
に
土
地
を
売
っ
た
例
は
あ
ま
り
な
く
、
土
地
を
手
放
す
際
、
知
人
に
安
く
譲
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
同
質
性
を
保
っ
た
の
だ
ろ
う
。
益
田
は
新
橋
の
愛
妾
に
マ
ク
ネ
ア
か
ら
買
っ
た
別
荘
を
与
え
た
と
い
う
（
犬
丸
一
郎
『
軽
井
沢
伝
説
』
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
、
五
〇
頁
）。
旧
軽
井
沢
中
心
部
で
の
そ
の
振
る
舞
い
は
耐
え
難
い
と
感
じ
た
宣
教
師
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
多
か
っ
た
だ
ろ
う
。
マ
ク
ネ
ア
夫
人
の
決
断
と
金
儲
け
は
宣
教
師
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
批
判
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
長
老
派
歴
史
協
会
に
マ
ク
ネ
ア
夫
人
の
経
歴
フ
ァ
イ
ル
が
な
い
こ
と
（
筆
者
は
現
地
で
チ
ェ
ッ
ク
し
た
こ
と
が
あ
る
。
夫
の
マ
ク
ネ
ア
の
フ
ァ
イ
ル
は
あ
る
の
で
、
宣
教
師
と
し
て
死
ん
だ
こ
と
が
わ
か
る
）
は
、
伝
道
局
と
決
別
し
て
キ
ャ
リ
ア
を
終
え
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。
な
お
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
（
マ
ク
ネ
ア
夫
人
）、
ア
ナ
・
ウ
ェ
ス
ト
、
セ
オ
ド
ア
・
マ
ク
ネ
ア
は
ア
メ
リ
カ
長
老
派
宣
教
師
の
中
で
は
、
地
味
な
存
在
で
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
と
ウ
ェ
ス
ト
は
横
浜
の
住
吉
町
で
働
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
横
浜
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
研
究
会
編
『
横
浜
の
女
性
宣
教
師
た
ち
』
有
隣
堂
、
二
〇
一
八
年
に
収
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、
セ
オ
ド
ア
・
マ
ク
ネ
ア
は
、
中
島
耕
二
・
辻
直
人
・
大
西
晴
樹
『
長
老
・
改
革
教
会
来
日
宣
教
師
事
典
』
新
教
出
版
社
、
二
〇
〇
三
年
に
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
宣
教
師
と
し
て
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
人
達
で
は
な
い
。
(
)
宮
原
、
九
五
頁
。
33(
)
一
八
九
五
年
に
万
平
ホ
テ
ル
を
開
い
た
佐
藤
万
平
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。
34(
)
宮
城
学
院
資
料
室
「
ハ
ン
セ
ン
先
生
、
リ
ン
ゼ
ー
先
生
と
軽
井
沢
山
荘
」『
信
・
35
希
望
・
愛
』
一
（
一
九
九
五
年
一
月
）、
一
〇
三
頁
。
(
)
青
木
英
一
「
軽
井
沢
彫
の
形
成
」『
敬
愛
大
学
研
究
論
集
』
八
一
（
二
〇
一
二
年
36
六
月
）、
六
頁
。
(
)
宮
原
、
三
四
頁
。
37(
)
カ
ナ
ダ
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
で
あ
っ
た
か
ら
、
カ
ナ
ダ
人
を
英
国
人
と
表
記
す
38
る
日
本
語
の
文
献
は
多
い
が
、
カ
ナ
ダ
は
、
一
八
六
七
年
の
連
邦
化
と
と
も
に
独
立
が
進
み
、
正
式
な
独
立
承
認
（
一
九
三
一
年
）
以
前
に
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
と
は
異
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
て
い
た
。
地
理
的
な
近
さ
か
ら
、
ア
メ
リ
カ
と
共
通
す
る
部
分
も
あ
り
、
海
外
伝
道
の
統
計
で
は
英
国
で
は
な
く
、
「
北
米
」
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
カ
ナ
ダ
・
メ
ソ
ジ
ス
ト
は
、
日
本
で
は
ア
メ
リ
カ
の
五
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
協
力
し
、
東
京
女
子
大
学
の
創
立
に
も
参
加
し
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
調
関
係
が
目
立
つ
。
(
)
花
里
、
二
五
一
頁
掲
載
の
表
を
使
用
。
39(
)
ダ
ニ
エ
ル
・
ノ
ー
マ
ン
に
つ
い
て
は
、
宮
原
の
著
作
に
詳
し
い
。
カ
ナ
ダ
・
メ
40
ソ
ジ
ス
ト
の
拠
点
に
つ
い
て
は
、
倉
長
巍
『
加
奈
陀
メ
ソ
ジ
ス
ト
日
本
傳
道
概
史
』
加
奈
陀
合
同
教
會
宣
教
師
會
、
一
九
三
七
年
を
参
照
。
(
)
宮
城
学
院
資
料
41
Postcard
dated
on
A
ug.7,1908
by
K
ate
I.H
ansen
in
室
、
一
〇
二
頁
。
(
)
正
宗
白
鳥
「
軽
井
沢
と
私
」『
群
像
』（
一
九
五
七
年
一
〇
月
）。
島
崎
、
四
一
頁
42
の
引
用
を
使
用
。
(
)
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
（
小
池
創
造
・
小
池
榮
訳
）『
改
訂
版
使
徒
は
ふ
た
り
で
立
43
つ
』
日
本
キ
リ
ス
ト
教
会
北
見
教
会
ピ
ア
ソ
ン
文
庫
、
二
〇
一
一
年
、
五
三
頁
。
(
)
宮
原
、
一
九
四
頁
。
44(
)
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
、
四
八
頁
。
45(
)
ピ
ア
ソ
ン
夫
妻
、
四
八
頁
。
46(
)
島
崎
、
四
三
―
四
四
頁
。
47(
)
宮
原
、
二
〇
五
頁
。
48(
)
宮
原
、
二
〇
三
―
二
〇
六
頁
。
49(
)
50
K
aruizaw
a
Sum
m
er
R
esidents’A
ssociation
H
and
Book
1922
(K
obe,
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
二
〇
Japan:T
he
Far
Eastern
A
dvertising
A
gency,1922),cover
and
p.6.
こ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
、
軽
井
沢
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
の
木
下
裕
章
氏
が
貸
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
謝
し
て
記
す
。
一
九
三
〇
年
の
『
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
は
、
小
松
史
生
子
編
『
軽
井
沢
と
避
暑
』（
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
ダ
ン
文
化
第
巻
）
52
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
九
年
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(
)
51
K
ennedy,p.101.
(
)
52
Em
m
a
Gerberding
Lippard,Second
H
and
(Philadelphia:T
he
Board
of
Publication
of
the
U
nited
Lutheran
Church
in
A
m
erica,1934),
p.149.
(
)
八
田
裕
二
郎
の
長
男
、
八
田
裕
一
の
発
言
。
宮
原
、
二
〇
七
―
二
〇
八
頁
に
引
53
用
さ
れ
た
も
の
を
使
用
。
(
)
日
本
で
は
、
宣
教
師
全
体
の
三
分
の
二
ほ
ど
が
女
性
で
あ
っ
た
時
期
も
あ
る
。
54
小
檜
山
ル
イ
『
ア
メ
リ
カ
婦
人
宣
教
師
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
二
年
、
二
〇
頁
。
(
)「
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ホ
ー
ム
」
に
つ
い
て
は
、
小
檜
山
ル
イ
「
北
米
出
自
の
女
性
55
宣
教
師
」、
第
一
節
を
参
照
。
(
)
昭
和
の
頃
ま
で
、
塀
が
な
か
っ
た
と
い
う
「
軽
井
沢
銀
座
」
に
あ
る
土
屋
写
真
56
店
の
町
田
夏
子
の
か
つ
て
の
証
言
が
あ
る
。
犬
丸
、
一
九
七
―
一
九
八
頁
を
参
照
。
(
)
星
野
嘉
助
『
や
ま
ぼ
う
し
』
星
野
温
泉
、
一
九
七
二
年
、
九
六
頁
。
57(
)
58
Lippard,Chapter
26.
(
)
59
Beth
L.
Bailey,
From
Front
Porch
to
Back
Seat(Baltim
ore
and
を
参
照
。
本
書
は
二
〇
世
紀
に
London:JohnsH
opkinsU
niv.Press,1988)
お
け
る
求
愛
行
動
の
変
化
を
扱
っ
て
い
る
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
の
前
提
と
な
る
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
慣
行
に
も
言
及
し
て
い
る
。
(
)
小
檜
山
「
北
米
出
自
の
女
性
宣
教
師
」、
三
九
―
四
六
頁
。
60(
)
東
洋
英
和
女
学
院
の
宣
教
師
イ
ザ
ベ
ラ
・
Ｓ
・
ブ
ラ
ッ
ク
モ
ア
（
一
八
六
三
―
61
一
九
四
二
）
の
軽
井
沢
別
荘
「
ブ
ル
ッ
ク
サ
イ
ド
・
コ
テ
ジ
」
に
も
毎
夏
生
徒
が
寄
宿
し
た
。
そ
の
一
九
一
二
年
頃
の
証
言
が
残
っ
て
い
る
。
井
上
茂
登
子
「
軽
井
沢
の
思
ひ
出
」、
松
村
静
子
「
ブ
ル
ッ
ク
・
サ
イ
ド
・
カ
テ
ー
ジ
の
一
日
」
エ
フ
・
ジ
ー
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
編
『
東
洋
英
和
女
学
校
五
十
年
史
』
東
洋
英
和
女
学
校
、
一
九
三
四
年
、
二
四
八
―
二
五
〇
頁
。
(
)
星
野
、
九
六
頁
。
62(
)
た
と
え
ば
、
富
士
見
町
教
会
員
（
後
、
信
濃
町
教
会
長
老
）
河
本
香
芽
子
一
家
63
は
、
一
九
一
六
年
に
娘
婿
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
東
京
帝
国
大
学
英
文
学
教
授
の
斎
藤
勇
の
恩
師
ジ
ョ
ン
・
ロ
レ
ン
ス
が
亡
く
な
っ
た
時
、
そ
の
所
有
に
な
る
軽
井
沢
八
二
一
番
の
別
荘
を
購
入
し
、
二
人
の
娘
家
族
も
招
い
て
そ
こ
で
夏
を
過
ご
す
よ
う
に
な
っ
た
。
後
に
河
本
家
は
、
そ
の
別
荘
の
下
の
方
に
あ
っ
た
カ
ナ
ダ
の
宣
教
師
ミ
ス
・
ア
プ
ト
ン
の
小
さ
な
別
荘
を
買
い
入
れ
、
後
に
そ
こ
を
斎
藤
勇
一
家
の
も
の
と
し
た
。
そ
の
隣
に
は
、
河
本
の
も
う
一
人
の
娘
一
家
（
三
田
村
）
の
別
荘
が
で
き
た
。
外
国
人
、
宣
教
師
所
有
の
別
荘
が
日
本
人
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
に
譲
渡
さ
れ
た
例
で
あ
る
。
斎
藤
勇
編
『
斎
藤
文
子
追
想
録
』
私
家
版
、
一
九
七
七
年
、
一
六
五
頁
。
な
お
、
筆
者
は
こ
の
別
荘
を
愛
さ
れ
た
恩
師
斎
藤
眞
先
生
（
斎
藤
勇
次
男
）
か
ら
博
士
論
文
の
記
念
に
こ
の
追
想
録
を
頂
い
た
。
近
年
、
本
研
究
の
こ
と
も
あ
り
、
斎
藤
先
生
か
ら
こ
の
別
荘
を
引
き
継
が
れ
た
松
尾
文
夫
氏
の
ご
好
意
に
よ
り
、
学
生
や
同
僚
と
共
に
何
度
か
こ
の
別
荘
を
訪
れ
た
。
松
尾
氏
が
本
年
二
月
二
六
日
に
急
逝
さ
れ
、
本
論
文
を
読
ん
で
い
た
だ
け
な
い
こ
と
を
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
(
)
64“
K
aruizaw
a
Church:Its
U
nique
Com
m
unity
and
M
inistry,”
K
yodan
N
ew
sletter,
N
o.
390
(D
ec.,
2016)
http://uccj.org/knl/25232.htm
l
accessed
A
pril11,2019).
(
)
佐
藤
・
斎
藤
、
一
〇
―
一
五
頁
、
花
里
、
二
五
五
頁
の
表
を
参
照
。
堤
に
よ
る
65
開
発
に
つ
い
て
は
、
小
林
収
『
避
暑
地
軽
井
沢
』
株
式
会
社
櫟
、
一
九
九
九
年
、
八
六
―
九
三
、
一
〇
八
―
一
一
〇
、
二
一
一
―
二
一
三
、
二
三
五
―
二
三
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
二
一
七
、
二
八
三
頁
。
(
)
七
戸
克
彦
「
法
学
者
の
軽
井
沢
」『
法
政
研
究
』
第
八
一
巻
第
三
号
（
二
〇
一
四
66
年
一
二
月
）、
二
四
〇
―
二
四
七
頁
。
小
林
、
五
〇
―
五
六
頁
。
島
崎
、
五
一
頁
。
(
)
星
野
、
三
六
―
四
二
頁
。
67(
)
内
村
の
宣
教
師
嫌
い
、
宣
教
師
と
の
論
争
の
一
例
と
し
て
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
68
ー
ド
か
ら
派
遣
さ
れ
、
日
本
で
四
〇
年
以
上
働
い
た
フ
ラ
ン
シ
ス
・
パ
ミ
リ
と
の
激
し
い
や
り
取
り
が
あ
る
。
武
田
清
子
『
峻
烈
な
る
洞
察
と
寛
容
』
教
文
館
、
一
九
九
五
年
、
九
九
―
一
〇
五
頁
を
参
照
。
(
)
星
野
、
口
絵
写
真
、
一
〇
一
、
一
四
八
―
一
五
一
頁
。
69(
)
盆
踊
り
と
乱
交
が
民
衆
の
間
で
表
裏
一
体
だ
っ
た
長
い
歴
史
に
つ
い
て
は
、
下
70
川
耿
史
『
盆
踊
り
―
乱
交
の
民
俗
学
』
作
品
社
、
二
〇
一
一
年
を
参
照
。
(
)
七
戸
、
二
五
一
―
二
五
二
頁
。
軽
井
沢
町
誌
刊
行
委
員
会
編
『
軽
井
沢
町
誌
』
71
歴
史
編
（
近
・
現
代
）、
軽
井
沢
町
誌
刊
行
委
員
会
、
一
九
八
八
年
、
二
八
七
―
二
九
三
頁
。
な
お
、
昭
和
に
入
る
と
右
翼
陣
営
の
講
師
が
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
軍
部
の
直
接
介
入
が
始
ま
り
、
一
九
三
四
年
に
閉
講
に
至
る
。
(
)
一
八
六
〇
年
代
に
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
始
ま
っ
た
大
学
の
知
を
正
規
の
学
生
72
で
は
な
い
市
民
に
提
供
す
る
運
動
。
一
種
の
生
涯
教
育
。
ア
メ
リ
カ
で
は
一
八
八
〇
年
代
以
降
導
入
さ
れ
た
。
(
)
一
八
七
四
年
に
メ
ソ
ジ
ス
ト
の
牧
師
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
シ
ョ
ト
ー
カ
湖
畔
で
73
始
め
た
日
曜
学
校
教
師
を
養
成
す
る
た
め
の
夏
期
学
校
を
奔
り
と
す
る
成
人
教
育
運
動
。
同
じ
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
が
全
米
各
地
に
広
ま
り
、
ど
の
夏
期
学
校
も
シ
ョ
ト
ー
カ
と
呼
ば
れ
た
。
一
九
二
〇
年
代
ま
で
た
い
へ
ん
人
気
が
あ
っ
た
。
(
)
そ
の
系
列
の
夏
期
学
校
の
多
く
は
、
一
九
〇
二
年
以
降
、
ア
メ
リ
カ
の
海
外
伝
74
道
に
関
わ
る
女
性
た
ち
の
団
体
（
合
同
伝
道
研
究
中
央
委
員
会
）
が
作
成
し
た
宣
教
師
の
活
動
や
宣
教
師
が
働
く
国
や
地
域
に
関
す
る
教
科
書
を
使
用
し
て
い
た
。
小
檜
山
ル
イ
『
帝
国
の
福
音
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
、
一
五
三
―
一
五
八
頁
。
(
)
法
政
大
学
村
に
つ
い
て
は
、
小
松
に
収
録
さ
れ
て
い
る
『
北
軽
井
沢
大
学
村
』
75
（
一
九
三
八
年
）
を
参
照
。
友
達
の
村
に
つ
い
て
は
、
七
戸
、
二
五
二
―
二
五
九
頁
。
な
お
、
一
九
二
〇
年
代
に
吉
野
作
造
が
中
心
と
な
っ
て
企
画
さ
れ
た
韮
山
別
荘
団
も
、
場
所
は
異
な
る
が
、
同
じ
よ
う
な
自
治
の
発
想
を
含
ん
で
い
る
。
吉
野
は
一
九
一
九
年
に
軽
井
沢
の
夏
期
大
学
に
登
壇
し
て
い
る
か
ら
（
注
七
一
を
参
照
）、
軽
井
沢
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
知
っ
て
い
た
。
韮
山
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
韮
山
町
史
』
第
一
二
巻
、
韮
山
町
史
刊
行
委
員
会
、
一
九
九
七
年
、
第
六
章
四
節
を
参
照
。
(
)
犬
丸
、
三
一
、
五
〇
頁
。
76(
)
佐
渡
谷
重
信
『
評
伝
有
島
武
郎
』
研
究
社
出
版
、
一
九
七
八
年
、
第
二
九
章
。
77(
)
中
村
正
直
は
、
一
八
七
一
年
の
「
情
死
論
」
の
中
で
、
心
中
を
こ
の
よ
う
な
意
78
味
で
解
釈
し
て
い
る
。
高
橋
昌
郎
『
中
村
敬
宇
』
吉
川
弘
文
社
、
一
九
八
八
年
、
一
一
〇
―
一
一
四
頁
を
参
照
。
(
)
堀
辰
雄
「
美
し
い
村
」『
堀
辰
雄
全
集
』
三
、
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
、
一
七
79
四
―
二
二
四
頁
。
特
に
、
一
八
三
―
一
八
四
、
一
九
五
、
一
九
八
、
二
〇
〇
、
二
〇
四
、
二
〇
六
頁
。
(
)『
愛
と
死
を
み
つ
め
て
』
に
つ
い
て
は
、
藤
井
淑
禎
『
純
愛
の
精
神
誌
』
新
潮
80
社
、
一
九
九
四
年
、
第
一
章
を
参
照
。
(
)
堀
辰
雄
「
風
立
ち
ぬ
」『
堀
辰
雄
全
集
』
五
、
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
、
七
―
81
五
二
頁
。
特
に
、
三
九
、
四
四
―
四
五
頁
。
(
)
堀
辰
雄
「
死
の
か
げ
の
谷
」『
堀
辰
雄
全
集
』
五
、
角
川
書
店
、
一
九
六
三
年
、
82
一
六
二
―
一
七
五
頁
。
特
に
、
一
七
四
―
一
七
五
頁
。
な
お
、
こ
こ
で
堀
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
（
聖
パ
ウ
ロ
教
会
）
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
（
幸
福
の
谷
の
住
人
た
ち
）
の
区
別
が
で
き
て
い
な
い
。
典
型
的
に
日
本
人
に
見
ら
れ
る
傾
向
で
あ
る
。
(
)
実
際
に
一
九
六
〇
年
代
後
半
に
「
恋
愛
結
婚
」
は
「
見
合
い
結
婚
」
を
数
で
上
83
回
り
、
そ
の
後
規
範
化
し
、
現
代
に
至
る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
二
二
所
の
サ
イ
ト
を
参
照
。「
出
会
い
の
き
っ
か
け
」http://w
w
w
.ipss.go.jp/
（
二
〇
ps-doukou/j/doukou15/gaiyou15htm
l/N
FS15G_htm
l06.
htm
l
一
九
年
四
月
一
六
日
ア
ク
セ
ス
）。
(
)
現
在
の
様
子
に
つ
い
て
は
、「
軽
井
沢
高
原
教
会
」
84
https://w
w
w
.karuizaw
a
（
二
〇
一
九
年
五
月
六
日
ア
ク
セ
ス
）。
church.org
(
)
五
十
嵐
太
郎
『「
結
婚
式
教
会
」
の
誕
生
』
春
秋
社
、
二
〇
〇
七
年
を
参
照
。
85(
)
小
檜
山
「
北
米
出
自
の
女
性
宣
教
師
」、
四
六
―
四
七
頁
。
86
〔
現
代
教
養
学
部
教
授
(ア
メ
リ
カ
社
会
史
・
日
米
比
較
文
化
)
二
〇
一
四
―
一
六
年
度
個
人
研
究
員
〕
宣
教
師
空
間
と
し
て
の
軽
井
沢
と
純
愛
文
化
二
三
